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部

西
宮
市
に
於
て
醸
造
用
に
使
用
せ
ら
る
ヽ
地
下
水
を
此
の
地
方
に
於
て
は
「
宮
水
」
さ
稲
す
。

宮
水
が
日
本
酒
の
醸
造
用
水
ご
し
て
頗
る
儀
秀
な
る
素
質
を
具
備
す
る
こ
さ
は
公
知
の
事
質
に
し
て
、
従
っ
て
こ
の
水
に
闊
し
て
な
さ
れ
た
る
各

方
面
の
研
究
は
、
頗
る
多
敷
に
上
り
、

H
に
月
に
こ
の
水
の
性
質
が
聞
明
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
さ
は
、
科
學
上
よ
り
見
る
も
、
又
工
業
上
よ
b
見
る

も
詢
に
慶
賀
す
べ
き
こ
さ
に
屈
す
。

然
る
に
近
年
に
至
り
、
こ
の
貴
重
な
る
宮
水
は
次
第
に
彿
底
を
告
ぐ
る
に
至
b
‘
灘
一
圃
の
醜
造
工
業
は
之
が
偽
め
に
一
大
脅
威
を
戚
す
る
ぷ
至

り
し
は
、
箪
に
該
地
方
に
於
け
る
一
大
痛
事
た
る
に
止
ら
す
、
國
家
経
演
の
上
よ
り
見
る
も
頗
る
憂
慮
す
べ
き
事
件
た
ら
す
ん
ば
あ
ら
す
°
於
是
か

如
何
に
せ
ば
宮
水
の
生
産
額
を
壻
加
し
‘
朋
末
永
年
の
需
要
に
應
せ
し
む
る
こ
マ
J

を
得
べ
き
か
の
問
題
は
、
既
に
敷
年
以
前
よ
り
し
て
、
大
蔵
省
嘗

局
並
に
醸
造
界
の
諸
先
覺
の
脳
裡
を
往
来
し
つ
ヽ
あ
る
こ
さ
は
、
誠
に
之
れ
営
然
の
こ
マ
J
>
謂
ふ
ぺ
し
。

余
等
は
大
阪
税
務
監
督
局
並
に
宮
水
保
護
調
資
會
の
依
嘱
に
應
じ
、
大
正
十
四
年
十
月
以
末
、
廣
く
西
宮
市
並
に
其
の
四
近
に
於
け
る
地
下
水
の
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甲
山
の
南
籠
よ
り
大
阪
潤
に
至
る
間
の
沖
積
屑
は
、
主
マ
J

し
て
六
甲

111
銚
ょ
h
流
下
せ
る
花
岡
岩
の
砂
マ
J

粘
土
マ
J

の
互
屑
よ
り
成
り
、
西
宮
市
の

大
部
分
並
に
其
の
東
方
の
地
盤
は
、
武
庫
川
及
び
東
川
の
河
口
に
生
じ
た
る
扇
状
地
に
相
常
し
、
同
市
の
西
方
は
夙
川
の
蓮
ぴ
出
せ
る
土
砂
の
埋
立

．
に
よ
り
て
生
じ
た
る
も
の
な
り
。
（
第
一
闘
差
照
）

六
甲

lIi彙
を
形
成
す
る
火
成
岩
の
繰
邊
に
は
、
砂
、
礫
及
粘
土
よ
り
成
る
第
四
紀
層
あ
り
。
こ
の
地
層
の
走
向
は
大
凡
北
五
十
度
東
に
し
て
東
南

に
緩
斜
せ
り
。
沖
精
層
の
未
向
及
傾
斜
は
分
朋
な
ら
ざ
れ
ざ
も
。
界
々
第
四
紀
暦
に
於
け
る
ご
圃
様
な
る
も
の

:ilJ
し
。

西
宮
市
に
於
け
る
従
来
の
経
験
の
数
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
地
表
に
噴
出
す
る
堀
抜
井
戸
を
得
ん
に
は
、
西
北
部
に
於
て
は
比
較
的
淡
き
井
戸
に
て

も
可
な
れ
ぐ
」
も
、
東
南
部
に
至
る
に
従
ひ
次
第
に
深
さ
を
増
さ
い
る
べ
か
ら
す
マ
J

い
ふ
。
質
際
戎
肺
祉
の
東
方
に
於
て
は
、
青
色
砂
質
粘
土
の
府
は

直
ち
に
表
士
の
下
に
現
は
る
れ
ざ
も
、
市
の
中
央
に
至
れ
ば
地
下
十
敷
尺
の
深
部
に
隠
る
ヽ
を
見
る
。
こ
れ
ら
の
観
察
結
果
は
、
地
層
の
傾
斜
が
東

南
に
向
ふ
も
の
な
り
ご
の
想
定
ご
共
鳴
す
る
も
の
な
b
°
六
甲
山
彙
は
主
ご
し
て
黒
実
低
花
尚
岩
よ
り
成
り
、
甲
山
の
輝
石
安
山
岩
は
之
を
貰
き
て

逍
出
せ
る
も
の
な
り
。
有
馬
、
賓
塚
其
他
の
諸
鍍
泉
は
恐
ら
く
は
前
記
安
山
岩
漿
よ
り
由
来
せ
る
鍛
水
な
る
べ
し
。

｛
抑
も
岩
漿
が
冷
却
し
て
固
結
す
る
に
営
り
て
は
、
作
て
其
中
に
溶
解
し
て
存
し
た
る
揮
登
性
物
質
例
へ
ば
掘
酸
、
弗
酸
、
硫
化
水
素
、
亜
硫
酸
、

炭
酸
、
一
酸
化
炭
素
、
窒
素
、
水
索
、
ア
ム
モ
ー
ー
ア
、
水
等
は
岩
漿
よ
り
し
て
放
出
せ
ら
る
A

こ
ご
、
な
る
が
故
に
、
蒸
氣
限
の
壻
大
を
来
す
0

故
に

上
部
の
岩
層
に
裂
婢
あ
る
マ
J

ぎ
は
、
之
を
通
し
て
上
昇
し
、
温
度
の
低
き
塩
所
に
至
り
て
凝
縮
す
る
も
の
は
液
態
マ
J

な
り
、
地
表
水
さ
も
相
混
じ
て

温
泉
或
ひ
は
冷
泉
マ
J

な
り
て
湧
出
す
べ
し
0

前
記
揮
悛
物
は
、
勿
論
水
を
主
成
分
さ
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
荘
に
各
種
揮
発
性
物
質
の
水
溶
液
が

成
生
せ
ら
れ
、
こ
の
水
溶
液
は
、
上
昇
通
路
の
側
壁
を
構
成
す
る
岩
石
鍍
物
に
作
用
し
て
、
之
よ
b
し
て
ア
JV

カ
リ
、
マ
グ
｀
ネ
ン
ウ
ム
、
カ
JV

シ
ウ

(876) 

第
一

章

地

質

並

西
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

に

韻

泉

水
質
を
調
査
し
、
以
て
宮
水
生
成
に
闊
す
る
天
然
の
化
學
的
機
作
を
間
明
せ
ん
が
為
め
の
地
球
化
學
的
研
究
を
途
行
し
た
り
°
蓋
し
之
に
よ
り
て
一

方
に
於
て
は
宮
水
ご
同
質
の
地
下
水
の
有
無
を
探
り
、
他
方
に
於
て
は
之
が
人
工
的
製
造
を
行
ふ
べ
き
塙
合
の
指
針
を
得
ん
が
た
め
な
り
き
。

而
し
て
こ
れ
が
研
究
を
進
捗
せ
し
め
た
る
結
果
、
界
々
そ
の
本
質
を
把
捉
し
得
た
る
を
以
て
、
宮
水
の
人
工
的
製
造
に
闊
す
る
小
規
模
な
る
賓
験

を
試
み
、
前
之
に
依
つ
て
精
製

t
た
る
水
を
用
ゐ
て
施
行
せ
ら
れ
た
る
試
醸
は
、
甚
だ
良
好
な
る
結
果
を
示
し
た
り
。

以
下
章
を
追
ひ
て
宮
水
の
原
料
た
る
六
甲
山
彙
中
に
存
す
る
各
鐵
泉
の
性
質
、
西
宮
市
及
び
其
近
郊
の
地
質
及
び
水
質
、
西
宮
市
の
地
下
に
桧
け

る
伏
流
並
に
地
下
鍍
泉
豚
に
付
き
述
べ
、
進
ん
で
宮
水
の
性
質
及
び
之
が
成
生
の
経
過
を
論
じ
｀
最
後
に
醸
造
用
水
の
人
工
的
製
造
の
問
題
に
及
ば

ん
さ
す
。
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ム
、
鐵
其
他
の
物
質
を
抽
出
溶
解
し
て
搬
出
す
る
も
の
な
り
°
但
こ
れ
ら
の
金
局
中
に
は
多
少
揮
登
性
の
化
合
物
さ
な
り
て
直
楼
岩
漿
よ
b
放
出
せ

⑪

ら

る
A
も
の
>
存
す
る
こ
さ
も
可
能
な
り
さ
す
。
岩
漿
よ
り
放
出
せ
ら
る
4
揮
登
物
の
種
類
は
、
大
植
に
於
て
地
方
に
よ
り
大
差
は
な
し
マ
J

雖
も
、

其
比
較
的
の
分
量
に
至
り
て
は
種
々
の
相
違
を
示
し
、
又
揮
悛
物
の
水
溶
液
が
上
昇
す
る
通
路
に
常
れ
る
岩
石
は
地
方
に
依
り
種
々
に
異
り
得
る
が

故
に
、
従
っ
て
鍍
泉
さ
な
り
て
地
表
に
現
は
る
ヽ
時
の
組
成
は
、
地
方
に
よ
り
て
種
々
の
相
違
を
示
す
こ
ご
>
な
る
。
有
馬
、
賓
塚
地
方
に
於
て
は

窒
素
、
水
素
、
圏
素
、
硫
黄
、
炭
酸
及
び
ア
ム
モ
ー
ー
ア
等
は
地
下
の
岩
漿
よ
り
来
る
本
来
の
揮
発
性
物
質
に
し
て
、
鐵
も
亦
こ
の
一
員
に
加
は
る
べ

き
も
の
な
る
が
如
し
。
ァ
JV

カ
リ
特
に
ソ
ヂ
ウ
ム
は
此
地
方
の
鍍
泉
に
多
量
に
含
有
せ
ら
る
れ
ざ
も
、
其
内
の
何
程
が
岩
漿
よ
b
由
来
し
、
何
程
が

上
昇
の
途
次
に
附
加
せ
ら
れ
た
る
か
を
知
り
難
し
。

こ
の
地
方
の
鍍
泉
は
、
特
に
多
量
の
炭
酸
分
を
含
有
す
る
を
以
て
上
昇
の
途
次
に
於
て
、
花
尚
岩
其
他
の
岩
石
に
作
用
し
て
、
加
里
、
曹
逹
及
石

灰
を
抽
出
す
る
は
営
然
の
こ
ご
な
り
。
有
馬
町
の
南
方
一
帯
の
斜
面
地
に
於
て
は
花
岡
岩
は
年
母
爛
し
て
白
幾
し
、
鐵
砲
水
の
泉
源
附
近
に
於
て
は
．
＾

イ
プ
鼎
を
な
せ
る
白
色
粘
土
を
採
掘
せ
し
所
さ
へ
あ
り
。
之
れ
全
く
此
地
が
激
し
き
炭
酸
水
の
噴
氣
に
見
舞
は
れ
た
る
こ
さ
あ
る
を
誇
す
る
も
の
に

し
て
、
有
馬
の
本
泉
、
鐵
砲
水
及
地
獄
谷
方
面
の
鎖
泉
何
れ
も
其
餘
勢
を
今
H
止
む
る
も
の
な
り
。
荘
に
甚
だ
興
味
あ
る
事
質
は
、
前
記
の
白
色
粘

士
を
採
掘
せ
し
さ
き
、
鐵
砲
水
は
次
第
に
其
噴
出
の
勢
を
減
じ
、
途
に
涸
渇
せ
ん
さ
す
る
に
至
り
し
を
以
て
、
急
逮
元
の
如
く
粘
士
を
以
て
採
掘
跡

を
閉
塞
し
、
漸
く
鐵
砲
水
の
噴
出
を
奮
に
復
す
る
こ
さ
を
得
た
り
ご
い
ふ
°
蓋
し
こ
の
粘
士
脈
の
成
生
は
往
時
鐵
砲
水
が
螢
み
た
る
侵
蝕
現
象
の
結

果
た
る
べ
き
は
想
像
す
る
に
難
か
ら
す
。
斯
の
如
き
侵
蝕
現
象
は
箪
り
地
表
の
み
に
止
ら
す
、
遠
き
地
下
に
於
て
も
起
り
得
る
こ
ご
な
れ
ば
、
有
馬

の
鍍
泉
が
異
常
に
多
く
含
有
す
る
所
の
加
里
の
供
源
も
、
大
部
分
は
地
下
の
花
箇
岩
に
あ
り
て
存
す
る
も
の
な
ら
ん
。

有
馬
鎖
泉
の
如
く
火
成
岩
中
よ
り
湧
出
す
る
も
の
>
み
な
ら
す
、
一
般
に
こ
の
地
方
の
鍍
泉
が
何
れ
も
相
常
量
の
ア
ム
モ
ー
ー
ア
を
含
有
す
る
こ
マ
J

は
顧
著
な
る
事
賞
に
し
て
、
之
れ
決
し
て
地
中
の
合
窒
素
有
機
物
の
腐
敗
よ
り
由
来
せ
る
も
の
に
は
あ
ら
す
。
元
来
ア
ム
モ
ー
ー
ア
は
火
山
の
噴
氣
中

に
於
け
る
一
主
要
物
質
な
れ
ば
、
地
下
の
熔
岩
よ

b
悛
出
せ
し
本
来
の
揮
疲
物
さ
し
て
此
地
方
の
鍍
泉
中
に
存
す
る
こ
ご
は
何
等
の
不
可
思
議
に
も

ぁ
ら
す
。

硫
黄
分
が
熔
岩
よ
り
悛
散
せ
ら
る
ヽ
に
常
b
て
は
、
少
く
マ
J

も
一
部
は
硫
化
水
素
の
形
さ
な
り
て
存
す
る
も
の
：
如
し
。
有
馬
の
各
地
に
於
け
る

鍍
泉
生
瀬
の
鎖
泉
等
に
於
て
は
、
現
に
硫
化
水
素
を
検
出
し
得
べ
し
。
唯
こ
の
瓦
斯
は
酸
素
を
含
め
る
地
表
水
ご
相
混
す
る
ご
き
は
、
容
易
に
酸
化

せ
ら
れ
て
遊
離
硫
黄
ご
な
り
慶
更
に
チ
オ
硫
酸
に
襲
じ
、
従
っ
て
硫
酸
に
綾
移
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
此
地
方
の
鍍
泉
の
普
通
の
含
有
物
た
る
硫

酸
分
も
、
少
く
さ
も
そ
の
一
部
は
如
斯
に
し
て
成
生
し
た
る
酸
化
果
成
物
な
ら
ん
。

鐵
分
は
又
火
山
の
火
日
よ
り
揮
登
物
さ
し
て
放
出
せ
ら
れ
、
火
口
壁
に
酸
化
物
或
は
瑚
化
物
等
マ
J

な
り
て
附
着
す
る
こ
さ
は
周
知
の
事
賓
な
り
。

酉
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

四
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ム
チ

モ

ニウ

土灰アム逹里

炭

四
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

k
 

N
a
 

L
i
 

N
H
4
 

C
a
 

M
g
 

F
e
 

俺

M
n

土

A
l

分

C
l

素

B
r

酸

S
0
4

酸

H
C
O
s

酸

C
O
2

酸

H
2
S
i
O
s

七
一
、
四

一
八
二
二
、
七

ー
ニ
ニ
六
、

0

九
三
三
、
八

九
七
、
四

三
、
六

一
三
一
、

0

一
五
三
六
、

0

三
六
、

0

五
、
六

―l
 

l
 

]
、
ニ

l
 

I
 

l
 

;.tj
七
、
三

七

3-

i‘.‘ 

1
1
ブ

―1
0
、
九

六
二
、
五

四
一
、
八

五

一
八
三
，
六

七
五
、
七

五公

三

0
、ニ

一
九
七
、
ニ

ニ
四
四
、

0

然
ら
ば
鍍
泉
の
下
底
に
於
て
も
鐵
分
が
揮
登
物
に
加
は
り
て
或
る
高
さ
ま
で
搬
出
せ
ら
る
>
は
可
能
の
こ
マ
J

な
り
。
加
之
、
鍍
泉
中
に
硫
化
水
素
が

含
有
せ
ら
る
、
こ
さ
は
、
其
鍍
泉
が
高
度
の
還
元
朕
態
に
在
り
て
存
す
る
府
披
な
れ
ば
、
其
上
昇
に
際
し
て
は
箪
り
通
路
の
側
壁
に
存
す
る
第
一
鐵

分
が
重
炭
酸
嫌
の
形
さ
し
て
安
全
に
運
ぴ
出
さ
る
ヽ
の
み
な
ら
す
、
第
二
鐵
分
ま
で
も
還
元
せ
ら
れ
て
炭
酸
水
に
溶
け
出
す
こ
ご
A
な
る
べ
し
°
此

地
方
に
於
て
は
鐵
分
が
酸
化
し
た
る
さ
き
赤
濁
を
呈
す
る
炭
酸
食
聾
泉
は
、
箪
り
有
馬
の
本
湯
の
み
な
ら
す
、
廣
く
有
馬
郡
、
川
邊
郡
、
武
庫
郡
等

よ
り
し
て
紳
戸
市
に
も
渉
り
て
存
在
し
、
中
に
は
有
馬
に
於
け
る
が
如
く
全
く
花
岡
質
岩
中
よ
り
湧
出
す
る
も
の
あ
る
事
質
よ
り
推
せ
ば
、
鐵
分
の

供
源
は
或
特
殊
の
岩
石
或
は
鍍
床
に
あ
ら
す
し
て
、
延
に
深
遠
な
る
地
下
に
於
け
る
岩
漿
た
る
こ
さ
は
了
解
す
る
に
難
か
ら
す
。
賓
塚
奮
鍍
泉
の
如

き
鐵
分
に
乏
し
き
も
の
は
此
地
方
に
於
て
は
寧
ろ
稀
有
の
例
外
な
る
が
、
こ
れ
全
く
表
層
水
の
酸
化
作
用
マ
J

沈
澱
の
濾
過
マ
J

が
完
全
に
行
は
る
:
結

果
に
外
な
ら
す
c

左
表
に
は
此
地
方
に
於
け
る
鍍
泉
敷
種
の
分
析
表
を
掲
ぐ
‘

第

一

表

（

敷

字

は

試

料

ホ

ー

立

中

の

含

有

祉

を

ミ

リ

グ

ラ

ム

に

て

表

は

す

）

（二）
賓

塚

鐵

泉

有

馬

池

の

坊

鐵

泉

三

九

四

入

、

五

四

一

九

、

六

一

七

四

一

七

，

二

四

六

0
九
、
ニ

二
五
、
六

九
、
八

三
七
六
八
、
入

四
三
、
五

二
五
六
、
九

六
三
、
ニ

五
、
三

三
六
七
二
二
、
九

入
五
、
四

七
1

ニ
ー
‘
六

五
、
九

一
、
三

0
、四

l

二
三
、
八

-l-、三
一、

1

一
、
五

八
‘
七

o・ 
七

三
、
九

0
、九

二
三
、
四

0
、八

六
、
九

0
、
五

一
、
ニ

九
、
四

八、

一
五
七
、
七

-li、
四

li
、四

二
六
、
五

ヽ
し
-

j

 

0
、九

（三）
賓
塚
炭
酸
水

一
八
、
四

1

六
八
、
九

（四）
布
馬
鐵
砲
水

四
｀
〇

三
四
、
七

（五）
越
木
岩
鐵
泉

-
0
、八

一
三
、

0

（六）
甲

陽

績

泉
五
、
六

ニ
四
、
一

（七）
生
瀬
ウ
イ
ル
キ

ン
ソ
ン
鐵
泉

七
八
、
五

五
六
、
一
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士灰 士酸

S
i
0
2
 

A
l
 

F
e
 

C
a
 

M
g
 

九心
ご
四
，

l

六
、
四

西
宮
市
に
存
す
る
井
戸
は
一
般
に
淡
く
し
て
、
其
最
も
深
き
も
の
マ
J

雖
も
地
表
下
一
丈
七
尺
以
上
に
逹
す
る
も
の
は
稀
な
り
。
特
に
市
の
西
北
方

に
存
す
る
井
戸
は
、
全
く
青
色
の
粘
士
質
細
肋
の
中
を
堀
下
げ
、
砂
粒
が
幾
分
机
マ
J

な
る
か
或
は
礫
を
交
ふ
る
層
に
逢
着
し
た
る
時
に
堀
下
げ
を
停

止
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
中
に
は
其
深
さ
ー
丈
を
超
ゆ
る
こ
ご
遠
か
ら
ざ
る
も
の
さ
へ
あ
り
。
斯
種
の
井
戸
の
水
に
は
、
炭
酸
分
に
富
め
る
と
同
時

に
多
少
の
鐵
分
を
合
有
す
る
も
の
多
し
。
こ
の
鐵
分
は
湧
出
の
常
時
は
重
炭
酸
第
一
鐵
の
形
を
な
せ
る
も
の
な
る
が
、
水
面
に
於
て
宅
氣
ご
接
鯛
す

れ
ば
、
第
一
鐵
は
酸
化
し
て
第
二
鐵
さ
な
り
、
従
て
加
水
分
解
を
起
し
水
酸
化
第
二
鐵
の
沈
澱
を
生
じ
赤
濁
を
生
す
。
こ
の
際
に
起
る
化
學
反
應
は

2
F
e
(
H
C
0
3
)
2
 
+
 H
2
 0
+
0
1
1
 2
F
e
(
O
H
L
十

4
C
0
2

如
斯
井
戸
を
備
ふ
る
家
に
於
て
は
、
各
々
井
戸
端
に
小
形
の
誼
過
器
を
設
骰
し
、
井
戸
水
を
し
て
之
を
通
過
せ
し
む
。
然
る
さ
き
は
鐵
分
は
質
用

上
差
支
な
き
程
度
に
誼
別
し
得
ら
る
ゞ
を
以
て
、
直
ち
に
之
を
家
庭
川
水
に
供
用
す
。

こ
の
種
の
井
戸
は
又
必
す
多
少
の
ア
ム
モ
ー
ー
ア
を
合
有
す
。
其
濃
度
は
井
戸
の
深
さ
マ
ー
＿
位
漑
の
如
何
に
よ
り
て
大
差
あ
れ
ぐ
:~NH3~ 

し
て
凡

ー
立
営

0
、
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
よ
り
一
、
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
間
を
往
来
す
る
も
の
多
し
0

深
き
井
戸
に
て
甚
だ
鐵
分
に
富
め
る
井
戸
水
に
於
て
は
稀
に
七

ミ
9
グ
ラ
ム
に
も
逹
す
る
も
の
あ
り
°
然
れ

e
も
ア
ム
モ
ー
ー
ア
の
合
量

0
、
九
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
水
が
深
さ
一
尺
に
充
た
ざ
る
誠
過
槽
の
砂
利
中
を
通

過
す
る
間
に
完
全
に
硝
酸
に
化
せ
ら
れ
た
る
を
見
た
り
。
之
れ
全
く
硝
化
バ
ク
テ
リ
ア
の
作
用
に
起
因
す
る
も
の
に
し
て
、
如
斯
薄
層
を
諧
流
す
る

間
に
既
に
硝
化
作
用
が
完
全
に
進
行
す
る
も
の
な
る
事
を
示
せ
り
°
斯
の
如
く
師
回
井
戸
水
を
謹
過
す
る
こ
マ
J

は
甚
だ
煩
は
し
き
こ
と
な
れ
ざ
も
、

斯
く
し
て
精
製
せ
る
水
は
多
贔
の
遊
離
炭
酸
を
有
す
る
が
故
に
甚
だ
爽
快
な
る
味
あ
り
。

左
表
は
こ
の
種
の
井
戸
水
に
付
て
の
分
析
結
果
を
示
す
も
の
な
り
。

•
第
二
表
（
敷
字
は
試
料
水
一
立
中
の
含
有
最
な
｀
―
!
グ
ラ
ム
に
て
表
は
す
）
、

内
外
綿
紡
綬
會
祉

三
0
、0

固

形

物

第
一
＿
章
西
宮
市
に
於
け
る
井
戸
ホ
の
一
般
的
牲
質

六
四

0
1
0
、0

西
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

1

三
七
六

0
、0

五
八
0
、0

闘
幅
寺
北
方
ノ
井
戸

三
三
、
入

八
、
六

四
0
、三

き

r
o

一
七
、
四

信
所
堀
抜
井
戸

五
七
‘
七

一
、
五

脊
四

lo、0
五
、
五

1
 

Qftj
、0

＊ 
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西
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

三
七
、
六

八
二
、
六

ヽヽ

L

ナ

j

六
六
、
ニ

1

二、ニ

一
四
七
、
ニ

里

k

曹

逹

N
a

燐

酸

P
2
0
s

硫

酸

S
0
4

堕

素

C
l

四
J1l
、0

炭

酸

p
o
2

六
七
、
0

固

形

物

綿

量

[

111

三
四
、
0

こ
の
表
を
見
る
に
碓
酸
の
量
が
比
較
的
に
多
く
、
且
比
較
的
多
量
の
苦
土
を
含
め
る
貼
が
北
方
山
地
に
於
け
る
鍍
泉
マ
J

多
少
相
違
す
る
所
な
れ
ざ

も
、
常
に
優
越
せ
る
合
有
最
を
示
す
も
の
が
、
曹
逹
、
加
里
、
石
灰
、
聾
素
及
炭
酸
な
る
こ
ど
、
鐵
分
が
地
表
に
於
て
酸
化
し
て
水
酸
化
鐵
の
赤
濁

を
生
す
る
こ
ご
、
並
に
ア
ム
モ
ー
ー
ア
を
含
有
す
る
こ
と
等
北
方
山
地
の
諸
籟
泉
ご
相
符
琥
す
る
性
質
た
り
。
昭
和
二
年
三
月
初
旬
に
於
て
、
報
告
者

等
が
北
方
山
地
の
鎖
泉
並
に
西
宮
市
内
の
井
戸
に
付
て
行
ひ
た
る
ア
ム
モ
ー
ー
ア
の
定
量
分
析
の
結
果
は
左
表
の
如
し
。

第

三

表

（

数

字

は

試

料

1

立
中
に
存
す
る
ア
ム
モ
ニ
ア
最
な

f`

リ
勿
フ
ム
に
て
表
は
す
）

井

戸

番

競

井

戸

番

披

，

井

戸

番

競

一

四

二

、

0

l

l

七

な

し

二

痕

跡

一

五

な

し

1)

八

痕

跡

二

九

七

、

0

一
、
五

1

六

四

一

、

五

1

七

一

、

四

三

0

な
し

五

な

し

一

入

痕

跡

三

―

一

、

五

な

し

一

九

0
、

九

三

二

1

二、

0

な

し

二

0

0

、

一

＿

―

-

三

な
し

1

二
四
（
堀
抜
）
三
、
五

0
、
五

九

な

し

二

三

な

し

1

二

五

痕

跡

1
 

0
(
堀

抜

）

一

、

五

ニ

―

1

一

な

し

市

役

所

な

し

1
 

1

な

し

一

＿

四

な

し

甲

陽

鎮

泉

―

-

、

0

二

五

な

し

越

木

岩

鎮

泉

ょ

L

三
1
 
l

―

―

な

し

二

六

（

堀

抜

）

1

、
0

即
ち
こ
の
黙
に
爛
し
て
も
こ
の
雨
種
の
水
は
誠
に
酷
似
せ
る
も
の
な
る
事
を
知
る
べ
し
。
特
に
第
一
表
の
有
馬
鐵
砲
水
、
甲
陽
、
越
木
岩
、
ウ
イ

二、ニ
入
、
0

0
、五

二、一
八
、
七

五
1

、五

七
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炉
キ
ン
ソ
ン
の
諸
鍍
泉
等
は
、
其
の
縛
濃
度
に
於
て
も
第
二
表
に
掲
ぐ
る
も
の
ご
伯
仲
の
間
に
位
す
る
こ
マ
J

は
興
味
あ
る
事
質
な
り
°
惟
ふ
に
西
宮

の
平
野
に
湧
出
す
る
「
か
な
け
水
」
も
、
北
方
山
中
に
湧
出
す

9
諸
鎖
泉
ご
同
種
類
の
鐵
泉
に
し
て
、
全
く
同
一
の
熔
岩
の
登
散
物
よ
り
山
水
せ
る
も

の
な
る
べ
く
、
縦
ひ
別
個
の
岩
漿
個
に
其
起
源
を
有
す
る
も
の
ご
す
る
も
、
そ
れ
ら
の
岩
漿
は
其
性
質
に
於
て
頗
る
近
似
せ
る
も
の
た
る
こ
ご
を
推

知
し
得
べ
し
。
斯
く
西
宮
の
地
下
に
湧
出
す
る
鎖
泉
は
、
北
方
山
地
に
湧
出
す
る
も
の
さ
同
様
に
多
最
の
炭
酸
分
を
含
有
せ
る
も
の
な
る
が
、
西
宮

の
地
下
の
沖
積
層
中
に
は
多
最
の
介
殻
を
含
有
す
る
所
多
き
を
以
て
、
鍍
泉
は
之
に
到
し
て
其
化
學
的
作
川
を
追
ぅ
し
、
姦
に
異
常
の
硬
度
を
有
す

る
地
下
水
を
成
生
す
。
今
左
に
此
種
の
井
戸
水
の
分
析
結
果
を
表
示
せ
ん
。

第

四

表

（

敷

字

は

試

料

水

）

一

立

中

の

含

有

最

た

ミ

lJ
グ
ラ
ム
に
て
表
は
す
）

警

察

署

井

戸

本

町

百

五

番

地

の

井

戸

警

察

署

井

戸

本

町

百

五

番

地

の

井

戸

加

里

1

1

四

、

九

六

七

、

八

八

聾

素

一

三

一

、

ニ

ー

五

九

、

0

曹

逹

八

五

、

l

l

1
 0
0
、

四

八

硫

酸

1七
0
、

一

六

三

、

四

六

尺

1
一
九
、
九

1
五
六
、
五

0

炭

酸

（

総

龍

）

ー

1九
、

一

―

―

―

1
0、
四
四

石苦

土

一

壬

バ

ー

ニ

0
、

七

五

燐

酸

二

．

一

九

、

七

鐵

五

、

五

0
、
0
九

六

碓

酸

二

二

、

三

三

九

、

七

攀

土

七

、

入

一

、

八

九

西
宮
市
の
南
半
所
謂
宮
水
犀
域
に
於
て
は
、
表
面
の
砂
層
は
急
に
其
厚
さ
を
壻
し
、
井
戸
の
深
さ
十
五
尺
或
は
十
六
尺
に
逹
す
さ
雖
も
、
前
彼
の

青
色
な
る
粘
土
質
砂
層
に
逹
せ
す
°
従
て
荘
に
は
北
方
或
は
西
北
方
に
見
る
が
如
き
「
か
な
け
水
」
を
見
る
能
は
す
。
石
灰
分
の
合
最
も
本
町
通
‘
或

は
札
場
筋
の
各
井
に
見
る
如
く
大
な
ら
す
。
ア
ム
モ
ー
ー
ア
は
全
く
硝
酸
に
化
し
て
存
す
。

西
宮
市
の
北
部
に
於
て
は
、
諸
所
に
甚
だ
稀
薄
な
る
水
を
梢
ふ
る
井
戸
あ
り
。
例
へ
ば
西
宮
帥
祉
の
東
南
方
濱
脇
町
に
於
て
は
一
立
に
付
固
形
分

の
線
量
が

0
、
二
瓦
に
も
逹
せ
ざ
る
井
戸
水
あ
り
。
こ
の
水
の
中
に
て
は
炭
酸
の
合
址
極
め
て
小
に
し
て
、
一
般
的
性
質
は
雨
水
に
酷
似
す
°
之
れ
全

く
一
種
の
表
面
水
な
る
こ
ご
朋
ら
か
な
り
0
今
回
の
研
究
に
依
り
て
、
こ
の
種
の
水
は
敷
條
の
伏
流
を
な
し
て
西
宮
市
の
下
底
を
潜
流
し
つ
、
あ
る
も

の
な
る
こ
ご
を
朋
ら
か
に
せ
b
°
夙
川
を
流
る
A
水
は
凡
て
の
組
成
分
に
付
て
甚
だ
稀
薄
な
る
軟
水
た
る
黙
に
於
て
前
記
伏
流
の
水
に
似
た
b
c
惟

ふ
に
西
宮
紳
龍
附
近
に
流
れ
末
る
夙
川
の
分
流
は
、
こ
の
伏
流
を
涵
養
す
る
一
水
源
を
な
す
も
の
な
ら
ん
。
こ
れ
さ
同
様
に
六
湖
寺
川
及
東
川
は
、

こ
の
種
の
稀
薄
水
を
伏
流
マ
J

し
て
西
宮
市
の
地
下
に
注
入
す
る
も
の
ご
考
ふ
る
ご
き
は
、
此
等
の
方
面
に
於
け
る
稀
薄
地
下
水
の
配
低
を
説
朋
し
得

る
な
り
。
術
之
に
欄
し
て
は
後
章
に
於
て
詳
述
す
る
所
あ
る
べ
し
。

南
の
方
築
港
に
近
き
諸
井
に
於
て
は
、
頗
る
多
艤
の
食
甕
分
を
含
有
し
、
甕
素
の
合
有
最
の
大
な
る
も
の
に
至
り
て
は
、

四
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

入

ー
立
営
二
千
ミ
リ
グ
ラ
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西
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

第
―
―
ー
章

地
下
水
の
表
は
す
種
々
の
地
球
化
學
的
現
象
、
即
ち
地
下
伏
流
並
に
鍍
泉
豚
の
位
置
▼
或
ひ
は
地
下
水
の
移
動
朕
態
を
間
明
せ
ん
が
た
め
に
は
先

以
て
各
種
の
溶
解
質
物
の
濃
度
が
場
所
に
よ
り
て
如
何
な
る
相
違
を
示
す
か
を
朋
ら
か
に
す
る
を
要
す
。
こ
れ
が
霧
め
に
は
各
所
の
井
戸
水
に
付
て

完
全
分
析
を
行
ふ
こ
マ
J

は
最
も
望
ま
し
き
こ
マ
J

な
れ
ざ
も
、
こ
れ
を
質
行
せ
ん
さ
欲
せ
ば
多
大
の
勢
力
ご
年
月
さ
を
必
要
ご
す
る
が
故
に
、
先
之
が

最
初
の
試
み
ご
し
て
甕
素
、
遊
離
及
化
合
朕
炭
酸
、
全
ァ
JV

カ

9
度
並
に
石
鹸
硬
度
に
闊
し
て
こ
の
調
査
を
進
む
る
こ
ご
>
し
た
り
。
是
れ
此
等
の

定
量
分
析
は
何
れ
も
比
較
的
簡
限
な
る
滴
定
法
に
よ
り
て
施
行
せ
ら
れ
得
る
を
以
て
、
短
時
間
の
間
に
多
敷
の
井
戸
水
を
検
究
す
る
に
適
せ
る
を
以

て
な
り
。
又
水
素
イ
オ
ン
濃
度
及
水
温
も
前
記
の
目
的
に
向
つ
て
は
重
要
な
る
役
目
を
な
す
も
の
な
れ
ば
併
せ
て
こ
れ
が
測
定
を
も
質
施
せ
ん
ご
し

た
り
°
然
り
さ
雖
も
敷
百
の
井
戸
に
付
て
悉
く
此
等
の
定
量
分
析
を
行
は
ん
こ
マ
J

は
容
易
の
業
に
あ
ら
す
。
之
を
少
敷
の
分
析
者
の
手
に
よ
り
て
逹

成
せ
ん
さ
せ
ば
可
な
b
の
長
時
日
を
要
す
る
を
以
て
、
試
料
を
一
時
に
採
集
し
て
貯
へ
既
く
マ
J

き
は
其
間
に
幾
質
し
て
或
種
の
分
析
結
果
を
不
良
な

ら
し
む
る
恐
あ
b
°
然
れ
ざ
も
試
料
を
長

H
月
に
亘
り
て
蒐
第
す
る
に
於
て
は
、
其
間
に
天
候
或
は
季
節
に
よ
る
分
布
朕
態
の
幾
化
を
来
す
べ
き
恐

ぁ
b
°
殊
に
水
温
の
測
定
に
付
き
て
は
此
等
の
方
法
は
全
然
意
義
な
き
こ
ご
な
り
。
切
て
之
が
唯
一
の
達
成
法
は
分
析
者
及
質
験
室
外
の
作
業
者
の

多
敷
を
得
る
こ
ご
に
あ
り
て
存
す
。
幸
に
し
て
侮
回
の
一
齊
作
業
に
分
析
者
十
乃
至
十
一
1

一
人
を
得
、
又
之
マ
J

殆
同
敷
の
室
外
作
業
者
の
應
援
を
得
た

る
を
以
て
、
大
約
一
―

-
H
間
の
間
に
毎
回
の
一
齊
作
業
を
終
了
す
る
こ
ご
を
得
た
り
。

前
記
の
如
き
一
齊
作
業
は
、
大
正
十
四
年
十
一
月
よ
り
同
十
五
年
七
月
に
至
る
間
に
左
の
如
く
五
回
に
亘
り
之
を
施
行
し
た
る
が
、
或
る
一
齊
作

業
に
於
て
は
特
別
の
濃
度
の
み
を
検
定
し
た
る
埠
合
も
あ
b
た
り
。

第
一
回
大
正
十
四
年
十
一
月
十
一
11
H
よ
り
十
五

H
に
[
a
-
b
宮
水
駈
域
に
於
け
る
二
百
八
十
の
井
戸
水
に
付
て

第
二
回
同
年
十
二
月
十

H
よ
り
十
一
11
H
に
一
且
り
西
宮
市
北
字
に
散
在
す
る
も
の
に
若
干
の
宮
水
悩
域
内
の
も
の
。
合
計
二
百
十
四
の
井
戸
水

に
付
て

第
三
回
大
正
十
五
年
一
月
二
十
一
ll
H
よ
り
二
十
五

H
に
亘
り
西
宮
全
市
に
散
在
す
る
二
百
二
十
七
の
井
戸
水
に
付
て

第
四
回
同
年
四
月
入
U
よ
り
十
H
に
一
旦
b
西
宮
全
市
に
散
在
す
る
一

1

一
百
四
の
井
戸
水
に
付
て

第
五
回
同
年
七
月
十
五
日
よ
b
十
八

H
に
亘
り
西
宮
全
市
並
に
其
近
郊
に
散
在
せ
る
四
百
十
五
の
井
戸
水
に
付
て

以
下
各
種
濃
度
の
分
析
法
及
び
水
温
の
測
定
法
に
付
き
詳
述
す
べ
し
。

地
下
伏
流
及
韻
泉
詠
の
瞼
出
法

ム
以
上
に
逹
す
。
之
全
く
海
水
侵
入
の
影
響
に
外
な
ら
す
。

九
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四
宮
の
醸
逹
用
地
下
水
に
就
て

（

一

）

硬

度

硬
度
の
測
定
は
定
規
の
石
鹸
液
を
用
ひ
て
滴
定
す
る
こ
ご
に
よ
り
て
施
行
し
た
り
。
盤
素
分
を
含
む
こ
マ
J

多
き
か
又
は
遊
離
炭
酸
を
多
最
に
合
有

す
る
水
の
場
合
に
於
て
は
、
滴
定
終
貼
の
判
定
に
多
少
の
不
朋
瞭
を
戚
じ
た
れ
ぐ

:0、
如
斯
試
料
は
少
敷
に
止
れ
り
。
勿
論
こ
の
方
法
は
厳
格
に
科

學
的
の
も
の
に
は
あ
ら
す
さ
雖
も
、
分
析
者
は
豫
め
滴
定
終
末
黙
の
判
定
に
爛
し
て
一
定
の
申
合
を
な
し
樅
き
た
る
を
以
て
、
各
試
料
に
付
石
鹸
硬

度
の
比
較
的
の
敷
最
は
可
な
り
の
精
密
度
を
以
て
之
を
測
定
し
得
た
り
さ
信
す
。

此
等
の
結
果
の
中
四
月
の
測
定
結
果
は
第
二
闘
に
於
て
等
濃
度
曲
線
マ
L

し
て
表
は
し
た
り
。

（

二

）

全

ァ

JV

ヵ

9

度

荘
に
「
全
ァ
JV

カ
リ
度
」
な
る
語
は
、
水
中
に
溶
解
し
或
は
懸
垂
し
て
存
す
る
化
合
物
に
し
て
稀
圏
酸
に
て
分
解
せ
ら
る
A
も
の
ヽ
聾
基
の
常
址
敷

を
表
は
す
も
の
マ
J

規
約
す
。
滴
定
は
十
分
の
一
規
定
の
圏
酸
を
用
ひ
、
メ
チ
イ
lV
オ
レ
ン
ジ
を
指
示
艇

'
y
J

し
て
行
ひ
た
り
。
天
然
水
中
に
於
て
は
、

如
斯
操
作
に
よ
り
て
メ
チ
イ
JV

オ
レ
ン
ジ
の
黄
色
を
赤
擾
せ
し
む
る
こ
ざ
な
く
し
て
分
解
せ
ら
る
、
物
質
は
多
敷
あ
り
。
故
に
摘
定
敷
を
改
算
し
て

臀
へ
ば
石
灰
の
鴬
最
敷
マ
J

な
す
が
如
き
は
殆
ん
ざ
無
愈
味
の
こ
さ
に
屈
す
る
を
以
て
、
唯
こ
れ
を
摘
定
敷
其
憐
に
て
表
は
す
こ
さ
ヽ
せ
り
。
さ
れ
ぐ
」

も
之
に
よ

b
て
比
較
的
容
易
に
酸
に
て
分
解
し
得
べ
き
物
質
の
全
濃
度
を
模
然
マ
J

窺
知
す
る
に
足
れ
り
。

此
等
の
作
業
に
依
り
得
た
る
測
定
結
果
の
中
、
四
月
に
施
行
し
た
る
も
O
J
>
み
第
一
二
闘
に
等
浪
度
曲
線

Jゞ

し
て
表
は
し
た
り
。

(

-

1

-

）
炭
酸
全
量
及
遊
離
炭
酸

絃
に
遊
離
炭
酸
な
る
語
は
水

n

こ
結
合
し
て

H
2
C
0
3
な
る
形
を
な
せ
る
炭
酸
瓦
斯
'
y
j

、
唯

Yii
に
水
に
溶
解
し
て
存
す
る
炭
酸
互
斯
'
y
J

Q
総
最
を
意

味
す
0

H
2
C
0
3
 
G
形
を
な
せ
る
炭
酸
は
、
僅
か
に
此
紺
誠
の
約

0
、
六
七
％
に
過
ぎ
ざ
る
こ
さ
は
折
時
の
研
究
に
よ
り
て
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
り
。

こ
の
故
に
「
遊
離
炭
酸
」
な
る
語
の
代
b
に
「
溶
解
せ
る
炭
酸
瓦
斯
」
な
る
語
を
川
ふ
る
方
寧
ろ
其
怠
に
近
け
れ
ざ
も
、
栽
に
は
従
来
の
慣
用
語
を
使
用

す
る
こ
マ
J

ヽ
せ
り
。

遊
離
炭
酸
の
定
址
法
は
ヂ
ョ
ン
ス
ト
ン
氏
が
推
稲
せ
る
方
法
に
よ
り
た
り
、
即
ち
百
寸
●
方
仙
米
の
試
料
を
採
り
、
六
十
分
の
一
規
定
の
炭
酸
曹
逹

に
て
フ
エ
ノ
ヲ
JV

フ
ク
レ
ン
を
指
示
艇
マ
J

し
て
急
速
滴
定
を
行
ふ
に
あ
り
。
又
半
化
合
炭
酸
を
測
定
せ
ん
が
為
め
に
は
、
試
料
百
立
方
仙
米
を
ご
り

之
に
一
規
定
圏
化
バ
リ
ウ
ム
五
立
方
仙
米
を
加
へ
、
秤
く
振
湖
し
、
次
に
十
分
の
一
規
定
水
酸
化
バ
リ
ウ
ム
ニ
十
宜
方
仙
米
を
加
へ
、
再
ぴ
轄
く
振

蒻
し
、
活
栓
を
施
し
て
十
分
間
放
覇
し
た
る
後
フ
ェ
ノ
ヲ
JV

フ
ク
レ
ン
を
指
示
粥
マ
J

し
て
十
分
の
一
規
定
の
糊
酸
を
以
て
水
酸
化
バ

9
ウ
ム
の
過
剰

を
滴
定
せ
り
。

前
記
二
利
の
分
析
に
よ
り
て
、
「
遊
離
炭
酸
」
を
形
成
す
る
炭
酸
の
最
セ
算
出
サ

b
J
而
し
一
：
此
舘
の
結
果
を
取
線
め
て
等
濃
度
血
線
闘
を
作
製
し
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四
富
の
鴫
這
用
嬉
下
水
に
就
て

た
b
°
但
し
こ
A
に
は
七
月
に
得
た
る
も
の
A
み
を
掲
ぐ
（
第
四
圃
）

（

四

）

聾

素

分

聾
素
分
の
定
量
は
普
通
の
法
に
従
ひ
、
試
料
百
立
方
仙
米
を
と
b
十
分
の
一
規
定
の
硝
酸
銀
に
て
ク
ロ
オ
ム
酸
加
里
を
指
示
業
と
し
て
滴
定
せ
b
o

之
も
亦
藪
種
の
等
濃
度
曲
線
圏
を
得
た
れ
ざ
も
、
こ
A
に
は
四
月
の
圏
の
み
を
掲
ぐ
（
第
五
圏
）

・

（

五

）

、

水

素

イ

オ

ン

濃

度

水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
測
定
は
主
と
し
て
ポ
ラ
ン
シ
オ
メ
ェ
ク
ア
と
ガ
JY

プ
ア
ノ
メ
ニ
ク
ア
と
に
よ
り
て
之
を
施
行
せ
b
°
甘
栞
電
極
は
一
規
定
蓋

化
加
里
液
を
使
用
し
た
る
塙
合
も
あ
り
°
或
は
飽
和
聾
化
加
里
液
を
使
用
せ
し
塙
合
も
あ
b
°
水
素
電
極
を
浸
せ
る
半
電
池
へ
は
水
素
の
氣
流
を
通

す
る
こ
と
能
は
す
。
何
と
な
れ
ば
若
し
水
素
の
氣
流
を
通
す
る
に
於
て
は
、
試
料
中
に
溶
解
せ
る
遊
離
炭
酸
瓦
斯
は
忽
ち
に
し
て
謳
逐
せ
ら
れ
従
て

又
重
炭
酸
聾
の
分
解
を
惹
起
す
る
こ
と
A
な
り
、
水
素
イ
オ
ン
濃
度
は
急
速
に
低
落
す
べ
し
°
血
液
中
の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
を
測
定
す
る
塙
合
に
於

て
も
、
之
と
同
榛
の
困
難
を
生
す
る
を
以
て
近
時
其
目
的
の
為
め
に
工
夫
せ
ら
れ
た
る
装
置
も
あ
れ
ざ
も
本
研
究
の
場
合
に
於
て
は
試
料
水
は
如
何

に
多
量
に
之
を
消
費
す
る
も
牽
も
其
の
篇
め
に
は
困
難
を
醸
さ
ゞ
る
が
故
に
、
血
液
の

場
合
に
使
用
せ
ら
る
4
装
置
を
羞
酌
し
上
圏
に
表
は
す
が
如
き
特
別
の
装
置
を
製
作
し

て
之
を
使
用
す
る
こ
と
A
せ
り
0

• 

即
ち
半
電
池
の
主
要
部
は
直
径
一
仙
米
の
硬
硝
干
管
に

a
b
な
る
首
を
附
し
た
る
も

の
よ
り
成
り
、
管
の
上
部
は
白
金
線
を
貫
通
せ
し
め
て
融
封
し
、
其
白
金
線
の
下
端
に

g
な
る
白
金
板
を
附
着
せ
し
む
。
又
白
金
線
の
上
部
は
d
な
る
水
銀
溜
の
中
に
突
出
せ

し
む
。
凡
て
管
中
に
曝
露
せ
る
白
金
の
部
分
に
は
白
金
黒
を
附
着
せ
し
め
た
り
0

管
の

下
端
よ
り
し
て
一

1

一
方
硝
子
活
栓
ー
管
e
を
挿
入
し
て
融
封
し
、

C

の
他
の
二
管
は
夫
々

精
製
水
素
及
び
試
料
水
の
容
器
と
接
績
せ
b
o

操
作
を
行
ふ
に
嘗
b
て
は
b
を
吸
引
．
＾
イ
プ
に
接
績
し
b
よ
り
し
て
吸
ひ
出
さ
る
>

瓦
斯
或
は
水
は
．
ハ
イ
プ
に
到
る
途
中
に
て
麿
棄
水
容
器
に
集
ま
ら
し
む
。
最
初
適
嘗
に

容
器
を
傾
け
て
先
之
を
試
料
水
に
て
充
し
、
次
に
水
素
を
導
入
し
て
、
先
き
に
容
れ
た

る
試
料
水
セ
全
く
首
部
よ
り
靡
逐
す
0

斯
く
試
料
水
と
水
素
と
を
以
て
交
互
に
容
器
を

洗
漁
す
る
こ
と
を
藪
回
繰
返
し
た
る
後
、
試
料
水
を
入
れ
水
素
の
小
氣
糟
を
残
存
せ
し

S
)
 

b
 

c
 

1

五
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四
宮
の
鴫
造
用
地
下
水
に
就
て

一
七

む
0

こ
の
氣
泡
の
大
さ
は

g
な
る
白
金
板
上
半
部
の
み
が
水
に
浸
さ
れ
中
し
て
残
存
す
る
位
の
大
さ
た
る
を
要
す
。
若
し
氣
泡
が
大
に
過
ぐ
れ
ば
、

装
置
を
適
嘗
に
傾
け
試
料
水
を
送
り
込
み
乍
ら
氣
泡
の
一
部
を
首
管
よ
り
し
て
分
割
し
て
送
り
出
す
。
若
し
氣
泡
が
小
に
過
ぐ
る
な
ら
ば
、
更
に
水

素
瓦
斯
の
適
量
を
導
入
す
る
な
り
°
斯
く
し
て
氣
泡
を
適
嘗
の
大
さ
さ
な
し
得
た
る
後
、
装
置
を
直
立
せ
し
め
置
き
、
大
凡
一
分
間
位
試
料
水
の
み

を
通
過
せ
し
め
水
素
の
氣
泡
中
に
於
け
る
炭
酸
瓦
斯
の
分
限
を
し
て
試
料
水
の
現
は
す
炭
酸
瓦
期
の
平
衡
艇
に
逹
せ
し
め
ん
こ
ご
を
努
む
。
斯
く
し

て
後
a
を
閉
ぢ
、

b
に
連
結
せ
る
吸
引
．
ハ
イ
プ
の
護
膜
管
を
除
き
、
装
既
を
敷
回
顛
倒
し
て
水
素
瓦
斯
を
し
て
試
料
水
を
攪
拌
せ
し
め
、
然
る
後
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
測
る
°
斯
く
し
て
撓
拌
さ
測
定
マ
J

を
繰
返
し
、
遂
に
ポ
テ
ン
ジ
ャ
IV

が
一
定
値
に
逹
す
る
に
至
り
て
止
む
な
り
。

此
の
測
定
結
果
を
界
逮
す
れ
ば
、
西
宮
市
内
に
於
て
は
和
四
•
七
度
乃
至
五
度
を
示
す
も
の
最
も
多
く
、
宮
水
悩
域
内
に
於
て
殊
に
然
り

0
p
H大
な

る
も
の
に
て
は
六
度
以
上
の
も
の
も
稀
に
見
出
せ
ざ
も
七
度
を
示
す
井
水
は
皆
無
な
b
き
°
叉
和
の
小
な
る
も
の
に
は
時
に
四
度
以
下
の
濃
度
を
示

す
も
の
あ
り
。

此
等
の
結
果
も
亦
等
濃
度
曲
線
闘
に
取
繰
め
た
り
。
第
六
闘
は
即
ち
四
月
に
得
た
る
曲
線
闘
な
り
。

（

六

）

水

温

地
下
の
深
部
よ
り
湧
出
す
る
水
の
温
度
の
季
節
に
よ
る
髪
化
は
徽
小
な
る
べ
き
に
反
し
、
伏
流
を
形
成
せ
る
地
表
水
の
温
度
は
季
節
に
よ
り
て
比

較
的
著
大
な
る
幾
化
を
受
く
べ
き
こ
マ
J

は
想
像
す
る
に
難
か
ら
す
。
之
れ
伏
流
の
水
は
北
方
市
外
の
水
田
の
底
或
は
其
間
を
貰
通
す
る
小
川
等
に
其

源
を
漿
し
浅
き
砂
層
中
を
流
れ
て
市
内
に
入
る
を
以
て
な
り
、
十
一
月
初
旬
に
行
ひ
た
る
豫
備
的
測
定
の
放
へ
し
所
に
よ
れ
ば
、
あ
る
場
所
の
井
戸

水
は
隣
接
地
の
井
戸
水
に
比
し
二
乃
至
一
一
一
度
も
低
か
り
き
0

こ
の
故
に
温
度
の
一
齊
測
定
を
行
ふ
に
於
て
は
伏
流
の
位
置
に
開
し
て
何
等
か
の
知
識

を
得
べ
き
も
の
な
ら
ん
マ
J

の
希
望
よ
り
し
て
、
大
正
十
四
年
十
一
月
中
旬
、
及
翌
年
一
月
下
旬
に
共
に
約
百
五
十
種
の
井
戸
に
付
き
二

H
乃
至
三

H

間
に
一
齊
測
定
を
施
行
し
た
b
o

こ
の
測
定
に
於
て
は
各
所
に
於
け
る
温
度
の
差
異
の
絶
封
値
が
甚
だ
僅
少
な
り
し
が
故
に
、
ベ
ッ
ク
マ
ン
寒
駿
計
を
使
用
す
る
こ
ご
マ
J

せ
り
。
こ

の
寒
唆
計
六
本
を
調
製
し
て
、
何
れ
も
十
五
度
乃
至
十
入
度
位
の
測
定
に
適
廊
せ
し
め
、
之
を
標
準
寒
暖
計
マ
J

剖
比
し
て
各
々
の
寒
暖
計
に
よ
b
百

分
の
一
度
の
精
確
度
を
以
て
温
度
の
測
定
を
な
し
得
る
如
く
せ
り
。
ベ
ッ
ク
マ
ソ
寒
暖
計
は
コ

JV

ク
栓
を
通
じ
て
容
最
一
立
の
硝
子
綱
中
に
挿
入
し

こ
の
コ
JV

ク
栓
を
通
じ
て
延
に
二
本
の
硲
子
管
を
通
じ
、
一
本
は
長
さ
四
米
突
位
な
る
謹
諜
管
に
連
結
し
、
そ
の
端
に
ビ
ン
チ
コ
ッ
ク
を
附
し
た
｀
り

硝
子
瀾
は
之
を
長
き
竹
砂
子
の
端
に
緊
結
し
‘
之
を
井
戸
の
水
而
以
下
一
定
の
深
さ
の
部
に
挿
入
し
、
然
る
後
護
諌
管
の
端
に
附
し
た
る
ピ
ン
チ
コ
ッ
ク

を
緩
む
る
マ
J

き
は
水
は
爛
内
に
流
入
す
。
斯
く
し
て
一
定
時
間
硝
子
躙
を
そ
の
位
置
に
保
持
し
た
る
後
引
上
げ
て
直
に
寒
暖
計
の
讀
み
を
取
る
こ
ご

と
せ
b
°
賓
験
の
結
果
に
よ
れ
ば
氣
温
さ
水
温
さ
の
差
が
二
度
乃
至
一
一
一
度
の
塙
合
に
於
て
も
ベ
ッ
ク
マ
ン
寒
暖
計
の
讀
み
は
一
分
間
内
外
は
安
定
に
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西
宮
の
醸
造
用
地
下
ホ
に
就
て

前
記
の
測
定
に
依
り
て
十
敷
種
の
濃
度
闘
を
得
た
り
。
今
此
等
濃
度
励
相
互
の
闊
係
を
論
述
せ
ん
。

一

遊

離

炭

酸

闘

ご

全

ァ
JV
カ

9
度
闘

地
下
水
が
多
量
の
遊
離
炭
酸
を
含
有
す
る
塙
合
に
は
、
地
中
に
存
す
る
介
殻
に
到
す
る
化
學
作
用
も
亦
旺
盛
な
る
べ
き
を
以
て
、
従
っ
て
全
ァ
JV

ヵ
9
度
も
亦
大
な
る
ぺ
き
こ
さ
を
想
像
し
得
べ
し
°
然
れ
ざ
質
際
同
時
期
に
得
た
る
雨
種
の
濃
度
馴
を
比
較
す
る
マ
J

き
は
事
質
は
全
く
こ
の
想
定
の

具
な
ら
ざ
る
こ
さ
を
知
る
な
り
。
即
ち
あ
る
種
の
井
水
は
可
な
り
多
械
の
遊
離
炭
酸
を
含
打
せ
る
に
も
拘
は
ら
す
、
全
ァ
JV
カ

9
度
闘
に
於
て
見
る

時
は
此
等
の
井
水
は
甚
だ
濃
度
の
小
な
る
も
の
な
る
こ
マ
J

を
知
る
。
如
斯
事
質
は
抑
も
如
何
な
る
理
由
に
起
囚
す
る
も
の
な
る
か
。

遊
離
炭
酸
を
異
常
に
多
く
含
有
す
る
水
は
固
よ
り
彼
の
地
下
鎧
泉
な
る
が
、
こ
の
水
は
其
最
も
浪
厚
な
る
も
の
ご
雖
も
、
猥
素
の
合
量
は
一
立
に

付
一

0
0
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
前
後
を
往
末
す
る
に
過
ぎ
す
。
従
て
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
合
最
も
亦
推
し
て
知
る
べ
き
の
み
。
石
鹸
硬
度
に
至

b
て
は
一

1

一
乃
至

四
の
附
近
を
上
下
す
る
程
度
の
も
の
な
る
を
以
て
、
一
た
び
酸
化
に
よ
り
て
鐵
分
を
失
ひ
た
る
も
の
は
比
較
的
合
有
固
形
分
の
小
な
る
稀
薄
水
ご
な

る
0

唯
遊
離
炭
酸
の
含
最
は
大
な
る
を
以
て
容
易
に
炭
酸
水
に
佼
さ
る
る
形
の
石
灰
分
又
は
苦
土
分
が
存
在
す
る
な
ら
ば
甚
だ
硬
度
の
大
な
る
水
も

成
生
し
得
る
理
な
り
。
西
宮
警
察
署
の
北
方
諸
所
に
あ
る
赤
褐
色
の
井
戸
水
の
如
き
は
硬
度
十
五
を
超
過
す
る
も
の
稀
な
ら
す
。
こ
れ
此
地
方
に
於

て
は
地
層
中
に
多
最
の
介
殻
化
石
が
存
在
す
る
こ
マ
J

に
起
因
す
る
も
の
な
る
べ
し
°
然
れ
ぐ
」
も
可
溶
性
の
介
殻
に
乏
し
き
塩
所
に
此
水
が
湧
出
す
る

か
、
或
は
従
前
介
殻
は
存
在
せ
し
も
既
に
そ
の
大
部
分
が
溶
か
し
去
ら
れ
て
存
す
る
埠
合
に
は
其
慮
に
生
す
る
井
戸
水
は
依
然
さ
し
て
稀
薄
な
る
儘

に
て
存
在
す
べ
し
。

西
宮
市
の
沖
積
砂
層
中
に
介
殻
の
不
足
せ
る
部
分
の
生
す
る
こ
マ
J

は
可
能
の
こ
さ
な
り
°
蓋
し
此
地
に
於
け
る
一
ヶ
年
の
酒
造
用
水
並
に
雑
用
水

の
汲
上
最
は
優
に
百
二
十
萬
石
に
逹
す
る
も
の
マ
J

計
算
せ
ら
る
。
こ
の
水
は
硬
度
七
以
上
十
に
逹
す
る
も
の
甚
だ
多
し
さ
雖
も
、
今
骰

b
に
平
均
硬

度
を
六
ご
見
積
り
湧
出
鎖
水
の
硬
度
を
四
ご
見
倣
す
も
、
肉

1

ヶ
年
に
消
費
せ
ら
る
る
介
殻
の
巌
は
七
、
七
噸
に
逹
す
°
而
し
て
こ
の
計
算
は
水
位

の
回
復
後
悔
に
流
下
す
る
水
、
並
に
井
戸
替
の
際
に
放
棄
せ
ら
る
る
水
等
を
考
廊
に
加
へ
た
る
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。

第

四

章

し
て
、
百
分
の
一
度
の
正
確
度
を
以
て
測
定
せ
ん
が
捻
め
に
は
纏
を
水
中
に
保
持
す
ぺ
き
時
間
は
五
分
間
に
て
足
れ
る
こ
ど
を
見
た
り
。
こ
れ
硝
子

罐
は
可
な
り
壁
の
薄
き
も
の
を
使
用
し
た
れ
ば
な
り
。

此
等
二
回
の
測
定
に
依
つ
て
第
七
圃
の
如
き
等
温
曲
線
趾
を
得
た
り
。

各
種
濃
度
圏
相
互
の
闊
係

一九
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（二）

遊
離
炭
酸
を
多
量
に
含
有
す
る
水
に
て
全
ァ
J
V
カ

9
度
の
小
な
る
こ
ご
は
湧
出
水
が
地
層
中
の
石
灰
質
物
ご
接
鯛
す
る
時
間
の
不
足
す
る
こ
こ
に

起
因
す
る
現
象
マ
J

も
考
ふ
る
を
得
°
換
言
せ
ば
湧
出
水
は
未
だ
十
分
介
殻
マ
J

反
應
す
る
追
な
く
し
て
新
な
る
洒
出
水
の
捻
め
に
押
上
げ
ら
る
る
こ
ご

も
可
能
な
り
。
市
役
所
の
西
南
に
於
て
、
隣
接
地
協
の
水
に
比
し
て
多
贔
の
遊
離
炭
酸
を
含
有
す
れ
ざ
も
、
碩
度
の
比
較
的
小
な
る
地
下
水
の
一
帯

あ
り
0

然
る
に
此
地
帯
に
極
め
て
接
近
せ
る
井
戸
に
於
て
は
頗
る
著
大
な
る
硬
度
を
示
し
、
こ
の
鍍
泉
帯
の
上
に
存
す
る
井
戸
に
て
も
所
々
に
高
濃

度
の
井
戸
の
存
す
る
を
以
て
見
れ
ば
介
殻
は
必
す
し
も
こ
の
鍛
泉
帯
に
於
て
映
乏
せ
る
に
は
あ
ら
す
し
て
箪
に
湧
出
水
マ
J

の
反
應
時
間
が
短
き
に
過

ぐ
る
鴬
め
に
如
斯
現
象
を
昂
す
る
も
の
さ
も
思
惟
し
得
べ
し
°
然
れ
ざ
も
反
應
時
間
は
短
か
く
と
も
容
易
に
溶
解
し
得
る
形
の
石
灰
質
が
多
け
れ
ば

硬
度
は
生
じ
得
る
理
な
れ
ば
、
結
局
深
部
に
於
け
る
介
殻
の
級
乏
セ
以
て
主
原
因
ご
見
倣
す
べ
き
も
の
な
ら
ん
。

應
素
閾
ご
他
の
濃
度
脳
マ
J

の
闊
係

攘
素
闘
の
闘
形
を
支
配
す
る
主
要
條
件
は
次
の
五
に
蹄
す
べ
し
。

即
ち
（
イ
）
海
水
の
侵
入
、
（
口
）
住
家
の
影
響
｀
・
（
ご
湧
出
水
の
影
響
、
(
―
-
）
伏
流
を
形
成
す
る
淡
水
の
影
響
、
（
ホ
）
海
よ
り
亦
る
水
煉
の
影
響
、

之
な
b
o

鍍
水
は
地
下
の
深
部
に
於
て
地
表
水
の
た
め
に
種
々
の
程
度
に
稀
秤
せ
ら
る
る
経
過
甚
だ
複
雑
な
る
を
以
て
、
湧
出
埠
所
の
異
な
る
に
従
て
其
圏

素
含
有
撮
に
利
々
の
相
違
を
現
は
す
。
然
れ
ざ
も
吾
人
は
先
一
立
に
付
七

0
乃
至
一

0
0
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
以
て
普
通
の
湧
出
水
の
廟
索
含
絨
ご
見
倣

す
ご
き
は
大
な
る
誤
に
陥
ら
ざ
る
も
の
の
如
し
°
然
る
に
難
地
方
に
於
て
は
酒
造
川
水
は
七

0
乃
至

l
o
oミ

‘
9
グ
ラ
ム
の
も
の
を
以
て
最
適
な

b

さ
思
惟
せ
ら
る
る
故
に
、
如
斯
鍍
泉
が
西
宮
市
の
地
下
に
湧
出
す
る
こ~
J
は
詢
に
之
れ
天
典
の
賜
な
り
ご
謂
つ
べ
し
。

斯
の
如
く
湧
出
鎖
水
の
甕
素
含
贔
は
比
較
的
低
き
に
拘
は
ら
す
、
鍛
水
脈
を
外
れ
た
る
地
悩
に
於
け
る
地
下
水
は
一
般
に
之
よ
り
も
高
き
雖
素
分

を
示
せ
り
。
こ
れ
恐
ら
く
は
人
日
別
密
な
る
こ
ご
よ
り
起
る
必
然
の
影
響
に
起
因
す
る
も
の
な
ら
ん
も
、
一
面
よ
り
見
れ
ば
頻
吹
の
形
さ
し
て
市
中

に
散
布
せ
ら
る
る
海
水
の
影
響
も
亦
決
し
て
之
を
鰐
視
す
べ
き
に
あ
ら
す
。

t

西
宮
市
の
面
積
は
一
平
方
哩
に
逹
せ
ざ
る
こ
"
t
J

遠
き
に
拘
は
ら
す
、
人
口
は
既
に
四
抵
を
算
し
、
人
家
甚
胴
密
な
る
一
都
市
た
り
°
米
國
マ
ッ
サ

チ
ュ
ウ
セ
ッ
ツ
州
術
生
局
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
哩
平
方
の
土
地
に
二
十
人
OJ
住
民
あ
る
マ
J

き
は
水
百
萬
分
に
到
し

0
、
ご
分
の
猥
索
を
甕
化
物
ご

し
て
其
地
方
の
河
川
に
供
給
す
る
も
の
な
り
と
云
ふ
°
然
る
時
は
四
萬
人
の
住
民
に
劉
し
て
は
二

0
0
、
‘
、
リ
グ
ラ
ム
の
甕
素
分
に
相
嘗
す
。
西
宮
市

に
於
て
人
口
最
も
桐
密
な
る
場
所
例
へ
ば
本
町
通
及
札
錫
筋
の
北
方
等
へ
は
栂
水
の
侵
入
し
難
き
高
地
な
る
に
拘
ら
す
、
常
に
地

F
水
の
璧
素
分
は

高
濃
度
を
示
す
を
以
て
見
れ
ば
、
少
く
さ
も
多
少
は
在
に
住
民
の
影
細
1

の
理
は
れ
居
る
こ
ご
争
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
の
如
し
°
頻
吹
の
影
響
に
闘
し

西
宮
の
醸
逍
用
地
下
水
に
就
て

―1
0
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四
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

ニー

て
は
未
だ
精
細
な
る
調
査
を
遂
げ
ざ
れ
ざ
も
、
英
國
の
或
地
に
於
て
調
査
せ
ら
れ
た
る
例
に
よ
れ
ば
一
エ
ー
カ
ア
の
地
面
に
到
し
一
ヶ
年
間
に
二

t

四
封
度
の
食
朧
が
運
ぴ
落
さ
る
る
例
な
ざ
も
あ
り
、
此
方
面
よ
り
の
鞭
素
の
供
給
も
決
し
て
之
を
軽
視
す
可
か
ら
ざ
る
も
の
の
如
し
。
宵
際
に
於
て

西
宮
市
の
南
端
は
海
岸
に
近
づ
く
に
従
ひ
、
等
堕
索
曲
線
が
次
第
に
高
濃
度
を
示
す
こ
ご
は
こ
の
影
響
を
明
確
に
示
す
も
の
な
り
°
北
方
及
西
北
方
・

よ
り
し
て
伏
流
の
形
マ
J

な
り
て
流
入
す
る
地
表
水
は
甚
だ
圏
素
分
に
乏
し
。
例
へ
ば
濱
脇
町
の
中
央
に
於
て
す
ら
一
立
に
付
き
四

0
ミ
リ
グ
ラ
ム
を

合
有
す
る
に
過
ぎ
す
。
斯
の
如
き
稀
薄
帯
は
第
一
小
學
校
よ
り
し
て
濱
の
町
の
北
方
に
辿
亘
し
朋
ら
か
に
地
表
水
の
伏
流
の
流
路
を
示
せ
り
。

之
を
要
す
る
に
湧
出
鏡
水
は
地
下
水
の
聾
素
分
を
一
定
に
保
持
せ
ん
マ
J

し
住
民
及
悔
水
の
影
響
は
齋
索
分
を
壻
大
せ
し
む
る
方
向
に
作
川
し
伏
流

を
な
せ
る
地
表
水
は
甕
素
分
を
稀
餅
な
ら
し
む
る
方
向
に
作
用
す
る
も
の
な
り
。

ぽ
水
素
イ
オ
ン
濃
度
闘
ご
他
濃
度
個
ご
の
闊
係

西
宮
の
井
戸
水
の
多
く
は
一
立
に
付
き
六
〇
乃
至
―
二

0
、、

:
9
グ
ラ
ム
の
酸
化
石
灰
と
約
二

0
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
酸
化
苦
土
さ
を
含
有
し
、
炭
酸
の

紺
最
は
一

0
0
乃
至
二
五

0
ミ
リ
グ
ラ
ム
に
逹
し
其
内
二
〇
乃
至

J
i
0
ミ
リ
グ
ラ
ム
は
遊
離
炭
酸
の
形
に
て
存
在
す
。
こ
の
故
に
水
中
の
水
素
ィ
オ

ン
濃
度
を
決
定
す
る
主
要
物
質
は
炭
酸
な
る
べ
し
。

水
素
イ
オ
ン
濃
度
マ
J

炭
酸
イ
オ
ン
及
ぴ
遊
離
炭
酸
瓦
斯
こ
の
間
係
に
付
て
は
次
の
式
あ

b

o

.

p
H
 =
 
l
o
g
 

＋ー。
g
〔

H
C
0
3
]
ー

l
o
g
[
f
r
e
e
 CO2

>…
•••(l)

k
 

荘
に
K
は
遊
離
炭
酸
の
解
離
反
應
の
平
衡
恒
敷
を
表
は
す
。
水
に
溶
解
せ
る
遊
離
炭
酸
瓦
斯
中
に
て
、
宵
際
炭
酸
の
形
を
な
せ
る
も
の
は
僅
々

0

六
位
に
し
て
、
炭
酸
そ
の
も
の
の
電
離
度
も
亦
甚
だ
徹
小
な
る
も
の
な
れ
は
〔
H
C
0
3
]
の
代
り
に
賓
用
上

2

点
b
i
c
a
r
b
o
n
a
t
e
〕
ど
骰
き

a
を
し
て
重

炭
酸
石
灰
の
電
離
度
を
表
は
さ
し
む
る
も
大
な
る
諜
な
し
°
然
る
ご
き
は
(
]
)
式
は

「

b
!
c
a
r
b
o
n
a
t
e!
-

p
H
 =
 lo
g
 |
ー

ー

十

l
o
g
2
 a
 
+
 
log•

…

(2) 

K
 

(_free 
C
O
2
]
 

な
る
形
こ
な
る
。
こ
の
式
に
よ
り
重
炭
酸
齋
の
濃
度
は

PHの
値
を
増
大
せ
し
め
、
之
に
反
し
て
溶
解
せ
る
炭
酸
瓦
斯
の
濃
度
の
増
加
は

PHの
値
を

低
落
せ
し
む
る
こ
さ
を
知
る
。
切
之
観
之
仙
度
又
は
全
ァ
JV

カ
リ
度
の
大
な
る
水
に
て
は
水
素
イ
オ
ン
濃
度
は
低
く
、
新
鮮
な
る
湧
出
銅
水
に
し
て

遊
離
炭
酸
を
多
最
に
合
有
せ
る
も
の
は
大
な
る
水
素
イ
オ
ン
濃
度
を
現
は
す
こ
ご
を
期
待
し
得
べ
し
。
又
⑰
式
は
伏
流
の
稀
餅
水
が
高
き
水
素
イ
オ

ン
濃
度
を
現
は
す
べ
き
こ
ご
を
示
す
。
何
マ
J

な
れ
ば
こ
の
水
中
に
て
は
重
炭
酸
盤
の
濃
疫
は
極
め
て
僅
徽
な
る
を
以
て
な
り
。
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西
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

第

五

章

西

宮

に

於

け

る

伏

流

及

地

下

韻

泉

脈

京

都

帝
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西
宮
の
醸
造
用
地
下
水

に

就

て

京
都
帝
國
大
學
理
學
部
敢
授

理
學
博
士
e

多
敷
の
濃
度
闘
の
示
す
所
に
よ
れ
ば
、
西
宮
に
於
て
は
比
較
的
稀
薄
な
る
地
下
水
の
存
在
す
る
若
干
の
地
帯
あ
り
。
例
へ
ば
彼
の
戎
肺
祉
の
東
方

よ
b
府
南
方
に
一
旦
り
て
如
斯
地
帯
あ
る
こ
さ
は
前
既
に
之
を
述
べ
た
り
0

こ
れ
ら
の
地
帯
は
何
れ
も
市
の
東
方
、
北
方
並
に
西
方
郊
外
に
於
け
る
河

川
の
流
域
よ
b
起
り
て
市
内
に
連
亘
し
、
之
に
沿
ひ
て
は
地
下
水
の
硬
度
、
全
ァ
JV
カ

9
度
、
遊
離
及
び
化
合
炭
酸
並
に
聾
素
分
が
何
れ
も
其
雨
側

に
比
す
れ
ば
低
し
°
故
に
吾
人
に
し
て
若
し
之
を
地
表
水
の
伏
流
と
思
惟
す
る
に
於
て
は
、
こ
の
現
象
を
満
足
に
解
秤
す
る
を
得
べ
し
。

果
し
て
此
等
が
伏
流
な
り
さ
せ
ば
水
の
流
通
速
度
は
如
何
さ
の
問
題
は
直
に
想
起
せ
ら
る
べ
し
°
水
の
流
通
を
測
定
す
る
方
法
さ
し
て
は
、
伏
流

の
上
流
と
思
惟
せ
ら
る
る
井
戸
へ
例
へ
ば
フ
JV
オ
炉
シ
ン
の
如
き
色
素
を
投
入
し
、
こ
の
色
素
が
下
流
の
井
戸
に
現
は
る
る
速
度
を
測
る
方
法
あ
b

或
は
蓋
化
ア
ム
モ
ー
ー
ア
を
上
流
よ
り
流
し
お
き
、
下
流
の
井
戸
水
に
付
き
墜
素
分
を
時
々
刻
々
分
析
す
る
か
、
或
は
井
戸
ご
井
戸
さ
の
間
に
存
す
る

地
下
水
の
電
氣
抵
抗
の
激
減
す
る
時
別
を
観
測
す
る
等
の
諸
方
法
あ
れ
ぐ
」
も
、
賓
際
問
題
さ
し
て
西
宮
の
地
下
水
は
如
斯
薬
品
を
以
て
汚
す
を
得
す

然
れ
ざ
も
第
八
闘
の
減
水
位
闘
は
伏
流
に
相
常
す
る
地
帯
に
於
て
、
確
か
に
其
附
近
よ
b
は
水
の
流
述
の
大
な
る
こ
さ
を
示
せ
b
°
即
ち
砂
層
の

櫻松
（
績
き
）

,ii 

,

'

 .... 

I
 

'
,
 

-＝-
1
-
n
1
-
i
-＿-1-＿-
I
n
-
l
B

翡
"g" 

“
"
 

-" 
t
i
-．．
 
．．
 ヽ

一
一．．
 ー

｀
 

I

I

 -11 

誼

こ

11-g"＂m
 

m
 

ー

＇

ー

ー

ー

ー

ー

・

,
 

―-1-SI-_-1-ZI-＿
-I-_-1-_-ISI
・・謬闘

H
翡

田 原

儀

正 厚



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

("
) 

C
,
o
 

?t
~~

~l
•iI

II 
[-
t竿
岳

>t
~~

隣

°
 告

槃
荒

回
叫

ー
1-
- ら
磁
弐
悶

?1
l如
吟
一
—

恩

品o l l O n

〔 2 〕



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

r 3〕

西
宮
の
醸
南
用
地
下
水
に
就
ク
、

朕
態
は
伏
流
帯
の
中
た
る
ご
其
雨
側
た
る

~
J

に
於
て
、
格
別
の
相
違
も
あ
ら
ざ
る
に
伏
流
の
中
に
相
常
す
る
所
は
比
較
的
水
位
の
低
落
が
小
な
る
鴬

め
、
下
流
の
方
向
に
等
減
水
俯
曲
線
が
凸
出
せ
る
有
榛
を
戎
帥
枇
の
東
南
方
並
に
石
在
町
の
北
部
に
於
て
朋
瞭
に
認
め
得
る
な
り
。
．

戎
紳
祉
の
東
南
隅
よ
り
出
づ
る
伏
流
の
本
流
は
廣
き
幅
に
て
南
走
す
れ
ざ
も
其
支
流
は
濱
脇
町
を
東
南
に
走
り
市
役
所
の
北
に
向
つ
て
流
下
す
。

以
後
之
を
戎
伏
流
さ
命
名
す
べ
し
。
又
本
流
は
第
一
小
學
校
の
校
庭
を
洗
ひ
濱
の
町
の
北
方
よ
b
し
て
市
街
に
入
る
r

之
を
濱
の
町
伏
流
ご
命
名
せ

ん
。前

章
に
説
明
せ
る
濱
脇
町
の
鍍
泉
脈
は
畜
戎
伏
流
の
南
岸
に
泊
ひ
伏
流
ご
相
並
ん
で
走
る
°
而
し
て
之
よ
り
湧
出
す
る
鎖
水
は
市
役
所
に
近
き
下

流
に
於
て
は
伏
流
の
稀
蒲
水
マ
J

相
混
す
る
が
故
に
、
遂
に
附
者
は
相
合
し
て
一
伏
流
を
形
成
す
。
元
末
湧
出
鏑
泉
が
鐵
分
を
落
し
た
る
後
に
は
甚
だ

稀
薄
な
る
水
さ
な
る
こ
マ
J

は
前
既
に
之
を
述
べ
た
り
。
初
て
政
に
吾
人
が
伏
流
を
形
成
す
る
地
表
水
さ
考
へ
た
る
も
の
も
、
質
は
之
れ
錆
泉
脈
よ
り

由
末
せ
る
水
に
あ
ら
す
や
さ
の
疑
間
を
生
す
°
然
れ
ざ
も
湧
出
鎖
泉
は
如
何
に
稀
泄
な
る
も
の
に
て
も
、
地
表
を
流
る
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
碩
度
は
三

を
下
る
こ
マ
J

稀
な
る
に
拘
ら
す
、
戎
紳
計
の
東
北
方
の
地
下
水
は
飩
度
の
二
を
下
る
も
の
さ
へ
あ
り
。
加
之
こ
の
水
は
恰
も
夙
川
の
水
ご
同
様
に
甚

だ
少
贔
の
炭
酸
瓦
斯
を
溶
せ
る
『
氣
抜
け
水
」
な
る
黙
が
大
に
鍛
泉
さ
相
違
す
る
所
に
し
て
、
叉
一
般
に
這
般
の
稀
涸
楷
が
周
園
に
あ
る
小
川
の
流
城

よ
り
末
る
こ
さ
は
、
其
地
表
水
起
源
の
も
の
た
る
こ
ご
を
裏
書
す
る
も
の
な
り
°
濱
の
町
伏
流
は
濱
の
町
を
東
南
に
走
る
間
に
此
亦
湧
出
鍍
泉
と
相

混
す
。
こ
の
鍍
泉
脈
も
亦
西
北
よ
り
東
南
に
走
る
も
の
な
り
。
．

十
一
月
及
び
十
二
月
に
は
既
に
大
氣
が
十
分
寒
冷
マ
J

な
る
が
捻
め
、
地
下
水
は
一
般
に
其
影
響
を
受
け
て
冷
却
す
ご
雖
も
、
郊
外
よ

b
入
る
伏
流

の
水
は
一
般
の
地
下
水
に
比
す
れ
ば
更
に
寒
冷
な
る
を
以
て
、
こ
の
貼
に
於
て
地
表
水
の
伏
流
の
位
骰
は
安
全
に
之
を
筈
温
闘
の
上
に
於
て
矧
り
得

れ
ざ
も
、
一
般
の
地
下
水
マ
J

洲
出
鎖
泉
マ
J

の
間
の
温
度
の
差
異
は
比
較
的
徴
小
に
し
て
等
温
闘
を
以
て
し
て
は
明
瞭
に
鍍
泉
脈
の
位
樅
を
認
識
す
る

こマ
J

能
は
す
°
然
れ
ざ
も
十
二
月
十
H
乃
至
十
二

H
に
於
け
る
測
定
結
果
よ
り
し
て
得
た
る
市
の
北
半
部
の
等
温
闘
に
於
て
は
、
多
少
共
一
般
地
下

水
マ
J

湧
出
鏑
泉
ご
の
間
の
温
度
の
差
異
が
現
は
れ
末
る
が
故
に
、
附
者
の
駈
別
は
籾
々
明
瞭
さ
な
る
を
見
る
。
然
れ
ざ
も
こ
の
時
期
に
於
て
は
地
表

水
の
伏
流
は
甚
だ
寒
冷
ご
な
れ
る
を
以
て
、
其
流
路
に
常
る
鍍
水
脈
よ
り
の
湧
出
水
は
之
が
為
め
に
大
に
冷
却
せ
ら
る
る
も
の
の
如
し
°
戎
伏
流
の

流
路
に
嘗
れ
る
錯
泉
脈
に
於
て
も
僅
か
に
ー
ニ
の
井
戸
水
が
附
近
の
井
戸
水
に
比
し
高
温
を
示
す
に
過
ぎ
す
。

元
末
湧
出
鍍
泉
脈
さ
地
表
水
の
伏
流
マ
J

の
現
は
れ
方
は
硬
度
圃
並
に
全
ア
JV

カ

9
度
側
等
に
於
て
は
同
様
に
し
て
、
何
れ
も
稀
薄
水
の
帯
さ
し
て

現
は
る
る
に
過
ぎ
ざ
る
が
故
に
、
こ
れ
ら
の
濃
度
圃
に
於
て
は
到
底
之
‘b

竺
扁
別
し
難
け
れ
ざ
も
、
遊
離
炭
酸
闘
に
於
て
は
雨
者
の
謳
別
は
頗
る
判
然

た
り
。
例
へ
ば
十
二
月
の
測
定
に
基
け
る
遊
離
炭
酸
刷
に
於
て
は
、
幼
稚
園
の
北
方
を
斜
に
由
南
に
走
る
朋
瞭
な
る
猿
厚
帯
あ
り
°
然
る
に
同
時
期

の
測
定
作
業
に
よ
り
て
得
た
る
硬
度
圃
及
ぴ
全
ア
JV

カ

9
度
闘
に
於
て
は
、
精
密
に
此
地
梢
は
最
稀
餅
帯
に
相
営
せ
り
。
こ
の
貼
よ
り
見
れ
ば
遊
離
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炭
酸
圏
は
地
表
水
起
源
の
伏
流
の
存
否
に
拘
ら
す
し
て
、
鍍
泉
脈
の
位
置
を
告
知
す
る
所
の
便
利
な
る
濃
度
闘
な
り
ご
謂
ふ
べ
し
。

前
記
の
伏
流
の
外
肉
北
方
郊
外
よ
り
来
る
二
つ
の
伏
流
の
存
す
る
こ
さ
は
等
温
線
圏
並
に
各
秤
浪
度
圃
の
明
示
す
る
所
な

b
o
こ
れ
ら
の
一
っ
は

馬
埠
町
の
下
底
を
滸
流
し
、
他
は
戸
田
町
の
底
を
滸
る
0

こ
れ
ら
は
夫
々
馬
均
町
及
戸
田
町
伏
流
さ
命
名
す
°
馬
場
町
伏
流
の
一
部
は
警
察
署
の
南

方
に
於
て
本
町
を
横
切
り
て
南

F
す
る
こ
さ
は
第
三
闘
等
の
示
す
が
如
し
°
然
れ
ざ
も
こ
の
伏
流
の
大
部
分
は
西
巡
寺
附
近
よ
り
し
て
本
町
の
北
側

を
東
に
流
れ
遂
に
戸
田
町
伏
流
に
合
す
。
こ
の
東
流
部
分
は
醸
造
期
に
於
て
地
下
水
面
が
一
般
に
低
落
す
る
際
に
於
て
、
著
し
く
流
勢
を
壻
す
こ
こ

は
同
闘
の
示
す
が
如
し
。
術
又
此
伏
流
は
一
月
下
旬
に
於
て
は
石
在
町
北
部
に
於
け
る
減
水
部
の
影
響
を
受
け
西
達
寺
よ
り
直
に
法
安
寺
に
向
ふ
方

向
に
流
路
を
轄
す
。

戸
田
町
伏
流
は
六
湛
寺
川
の
附
近
よ

b
起
り
、
前
記
の
支
流
を
合
し
た
る
後
法
安
寺
の
北
方
に
於
て
本
町
を
横
ぎ
る
。
こ
れ
よ
り
し
て
南
々
西
に

走
り
市
役
所
の
北
に
於
て
戎
伏
流
ご
相
合
す
。
石
在
町
の
南
部
に
於
て
こ
の
合
流
は
又
濱
脇
町
伏
流
ご
石
在
町
の
東
方
を
下
り
末
れ
る
一
伏
流
ご
を

併
せ
る
。
こ
の
伏
流
の
本
町
以
南
の
部
を
法
安
寺
伏
流
'
y
J

命
名
す
0

、

法
安
寺
伏
流
の
北
部
は
―
つ
の
顕
著
な
る
鎖
泉
脈
ご
一
致
し
、
界
々
東
北
よ
b
西
南
に
向
つ
て
走
る
さ
雖
も
、
市
役
所
附
近
よ

b
し
て
此
鎖
泉
帯

を
離
れ
て
方
向
を
南
に
轄
す
。
其
後
芳
干
の
鍍
泉
帯
を
横
切
る
マ
J

雖
も
、
殆
ん
ざ
鎖
泉
帯
の
走
向
さ
は
無
闊
係
な
る
自
己
獨
特
の
流
路
マ
J

な
る
こ
ご

は
、
硬
度
馴
及
全
ァ
JV
カ

9
度
の
稀
泄
帯
の
走
り
方
ご
遊
離
炭
酸
浪
度
闘
に
於
け
る
濃
庫
帯
の
走
向
マ
J

を
比
較
す
る
マ
J

き
は
容
易
に
之
を
了
解
す
る

こ
と
を
得
べ
し
。

法
安
寺
伏
流
の
北
部
を
縦
走
す
る
鍛
泉
脈
は
遊
離
炭
酸
側
に
於
て
は
、
さ
ま
で
顕
著
な
る
濃
厚
帯
を
示
さ
す
、
唯
所
々
に
勘
々
高
濃
度
の
井
戸
水

の
存
在
す
る
こ
さ
を
示
す
の
み
な
り
。
而
し
て
地
下
水
中
の
鐵
分
は
殆
ん
ざ
痕
跡
に
減
殺
せ
ら
れ
、
ア
ム
モ
ー
ー
ア
分
も
存
在
せ
ざ
る
黙
よ
り
見
れ
ば

可
な
り
酸
素
に
富
め
る
多
擾
の
地
表
水
が
流
れ
込
み
て
酸
化
を
完
全
な
ら
し
め
、
且
濾
過
の
條
件
も
甚
だ
良
好
な
る
べ
き
こ
さ
を
想
像
し
得
べ
し
。

石
在
町
の
南
部
に
出
で
た
る
伏
流
は
一
部
は
築
港
に
向
ひ
て
流
入
す
る
も
の
の
如
し
さ
雖
も
、
大
部
分
は
廣
き
面
積
に
搬
が

b
て
東
南
に
流
る
。

こ
れ
鉦
し
前
庇
に
論
じ
た
る
が
如
く
、
彼
の
粘
±
質
の
細
砂
層
は
一
般
に
東
南
に
傾
斜
せ
る
も
の
さ
の
想
定
を
裏
書
す
る
も
の
な
り
。

前
記
の
事
宵
を
継
括
し
て
考
ふ
る
に
、
戎
伏
流
、
法
安
寺
伏
流
の
北
部
並
に
濱
の
町
伏
流
は
大
憫
に
於
て
鎖
泉
帯
そ
の
も
の
マ
J

合
致
す
る
か
、
或

は
全
く
之
ご
合
致
せ
す
ご
す
る
も
少
な
く
も
伏
流
の
一
半
は
鍍
泉
帯
の
水
よ
り
成
る
も
の
ご
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
°
然
れ
ざ
も
伏
流
は
必
す
し
も
常
に

鍍
泉
さ
一
致
す
る
か
、
又
は
平
行
す
る
も
の
に
は
あ
ら
す
し
て
、
自
己
獨
特
の
流
路
を
形
成
す
る
所
も
各
鹿
に
存
在
す
る
も
の
な
り
と
す
。

以
上
述
べ
た
る
所
は
自
然
の
朕
態
に
於
け
る
伏
流
の
事
情
な
る
が
、
醸
造
期
節
に
於
て
は
石
在
町
の
北
部
を
中
心
ご
す
る
地
下
水
面
の
異
常
な
る

大
陥
没
を
生
す
る
を
以
て
、
伏
流
の
自
然
の
欣
態
は
之
が
偽
め
に
大
な
る
綾
革
を
生
す

J

こ
の
幾
革
の
主
要
な
る
も
の
を
列
欅
す
れ
ば
、
戎
伏
流
は

西
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

四
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西
宮
の
醸
造
川
地
下
水
に
就
て

五

其
方
向
を
東
南
よ
り
し
て
東
々
南
に
褻
じ
‘
戎
紳
祉
の
東
南
隅
よ
り
し
て
直
に
石
在
町
北
部
に
向
は
ん
と
す
る
傾
向
を
生
す
。
又
濱
の
町
伏
流
は
其

方
向
を
東
南
よ
り
し
て
殆
ん
ざ
正
東
に
近
き
方
向
に
稜
じ
、
第
一
小
學
校
の
東
南
よ
り
し
て
市
役
所
の
南
方
に
向
つ
て
進
入
す
る
に
至
る
。

此
等
の
事
賓
は
各
時
期
に
於
け
る
濃
度
闘
を
比
較
す
る
こ
さ
に
よ
り
て
直
に
了
解
し
得
べ
し
。
又
市
役
所
の
東
南
部
一
帯
に
於
て
は
自
然
朕
態
に

於
て
存
在
せ
し
伏
流
は
全
く
杜
絶
す
る
の
み
な
ら
す
、
地
下
水
は
逆
に
市
の
中
央
部
に
向
つ
て
回
牧
せ
ら
る
る
所
も
生
じ
得
る
こ
こ
は
朋
ら
か
に
之

を
示
せ
り
。

f

西
宮
市
内
に
敷
條
の
鍛
泉
脈
の
存
在
す
る
こ
と
は
前
既
に
之
を
述
べ
た
り
°
此
等
よ
り
湧
出
す
る
鍍
泉
は
地
表
に
は
逹
せ
ざ
る
を
以
て
暫
く
之
を

地
下
鍍
泉
な
る
名
稲
を
以
て
呼
ぶ
こ
マ
J

さ
な
す
べ
し
。

地
下
鎖
泉
の
位
置
を
決
定
せ
ん
が
た
め
に
は
種
々
の
方
法
が
考
へ
得
ら
る
°
期
節
に
依
る
温
度
の
綾
化
を
測
定
す
る
こ
こ
も
亦
其
一
法
な
ら
ん
。

蓋
し
湧
出
鍍
泉
に
於
て
は
四
季
に
よ
る
温
度
の
幾
化
は
甚
少
な
る
べ
き
に
反
し
、
一
般
の
地
下
水
に
て
は
比
較
的
著
大
な
る
べ
き
こ
さ
を
想
像
し
得

れ
ば
な
り
°
然
れ
ざ
も
質
際
西
宮
の
井
戸
は
何
れ
も
没
き
が
上
に
比
較
的
粗
粒
の
砂
中
に
穿
ち
た
る
も
の
な
れ
ば
地
下
鍍
泉
も
一
般
地
下
水
も
一
榛

に
氣
温
襲
化
の
影
響
を
受
く
る
こ
こ
著
大
な
れ
ば
、
こ
の
目
的
の
為
め
に
は
測
定
は
普
通
の
井
戸
に
於
て
行
は
す
し
て
、
特
別
な
る
施
設
を
な
し
た

る
場
所
に
於
て
行
ふ
こ
さ
を
要
す
る
も
の
の
如
し
。

化
學
的
の
方
法
こ
し
て
は
水
の
合
有
す
る
鐵
分
の
定
量
を
行
ふ
こ
マ
J

も
亦
一
法
た
る
べ
し
°
然
れ
ざ
も
鐵
分
の
定
量
は
之
を
敷
百
の
井
戸
水
に
就

て
施
行
す
る
こ
さ
は
容
易
の
業
に
あ
ら
す
。
加
之
鐵
分
は
湧
出
水
が
酸
化
を
受
く
る
事
情
の
如
何
に
よ
り
て
種
々
の
程
度
に
除
去
せ
ら
る
る
も
の
な

れ
ば
、
こ
の
黙
も
此
法
の
一
跛
貼
た
b
o

比
較
的
優
秀
な
る
方
法
は
炭
酸
分
の
定
最
を
可
及
的
多
敷
の
井
戸
水
に
就
て
行
ふ
こ
ご
に
あ
り
°
抑
も
鍍
泉
分
に
富
め
る
地
下
水
は
常
に
多
量
の

炭
酸
分
を
含
有
す
る
こ
ご
を
特
徴
さ
し
、
特
に
『
遊
離
炭
酸
」
分
に
富
め
る
こ
マ
J

は
既
述
の
如
し
°
而
し
て
こ
の
組
成
分
は
他
の
不
揮
登
性
糾
成
分
ご

異
り
鏑
泉
の
湧
出
地
及
其
附
近
に
於
て
の
み
安
定
に
保
有
せ
ら
る
る
も
の
な
れ
ば
、
鎖
泉
脈
の
位
置
を
索
る
上
に
於
て
は
比
較
的
確
質
な
る
準
操
を

提
供
す
。
加
之
分
析
の
操
作
は
比
較
的
簡
軍
に
し
て
滴
定
法
の
み
に
よ
り
て
成
し
遂
げ
得
ら
る
る
が
故
に
、
野
外
に
於
て
も
之
を
施
行
し
得
べ
く
、

又
短
時
間
に
多
敷
の
試
料
を
槍
定
す
る
に
も
便
利
な
b
っ

鎖
水
分
に
富
め
る
水
の
湧
出
個
所
に
於
て
地
下
に
多
量
の
介
殻
が
存
在
す
る
時
は
＂
炭
酸
の
大
量
は
重
炭
酸
石
灰
或
は
苦
土
の
形
の
化
合
物
に
移

行
す
る
こ
さ
は
可
能
の
こ
ご
な
b
°
故
に
遊
離
炭
酸
さ
同
時
に
化
合
欣
炭
酸
の
量
を
も
検
定
す
る
を
安
全
な
b
こ
す
。

俯
て
如
斯
方
針
の
も
マ
J

に
一
齊
調
査
を
行
ひ
し
が
、
こ
れ
ら
の
調
査
中
に
氣
附
き
た
る
こ
さ
は
重
炭
酸
聾
の
量
は
常
に
遊
離
炭
酸
の
合
量
と
相
伴

ひ
て
消
長
す
る
こ
さ
な
b
°
而
し
て
又
鍍
水
分
に
富
め
る
水
を
樺
ふ
る
井
戸
に
於
て
は
、
井
戸
水
は
大
低
白
濁
乃
至
赤
濁
を
示
し
常
に
紅
柄
色
に
著
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色
し
、
又
そ
の
地
を
貰
流
す
る
小
川
あ
ら
ば
常
に
其
川
底
に
褐
鐵
鍍
の
沈
澱
を
生
じ
、
且
隈
々
褐
色
の
水
を
湛
ふ
る
こ
さ
を
見
た
り
。

其
後
に
至
り
こ
の
秤
の
井
戸
水
に
付
き
ア
ム
モ
ニ
ア
分
を
定
量
し
た
る
に
多
く
は
一

t
中

0
、
五
乃
至
一
、
五
｀
‘
リ
グ
ラ
ム
の
ア
ム
モ
ー
ー
ア
分
を

合
有
せ
ざ
る
は
な
く
、
反
之
鍍
泉
脈
以
外
の
井
戸
水
に
於
て
は
殆
ん
ざ
其
痕
跡
を
も
示
さ
ざ
る
を
以
て
、
之
亦
鍍
泉
脈
の
位
置
を
索
る
頗
る
有
力
な

る
手
掛
り
た
る
こ
さ
を
知
れ
b
°
唯
ア
ム
モ
ー
ー
ア
分
は
其
土
地
に
於
け
る
硝
化
作
用
の
盛
衰
の
如
何
に
依
b
大
な
る
消
長
を
示
す
も
の
に
し
て
、
現

時
醸
造
用
水
井
戸
の
存
す
る
地
謳
に
於
け
る
が
如
く
硝
化
作
用
の
完
全
に
行
は
る
る
塙
所
に
あ
り
［
は
、
瑕
令
鍍
泉
脈
に
営
る
井
戸
に
於
て
も
井
戸

水
に
ア
ム
モ
ニ
ア
の
痕
跡
だ
も
認
む
る
こ
と
能
は
す
。
唯
渇
水
期
に
入
れ
ば
湧
出
贔
が
壻
加
す
る
た
め
未
だ
完
全
に
硲
化
を
受
け
ざ
る
水
が
あ
る
方

面
の
井
戸
底
に
出
現
す
る
こ
さ
あ
る
に
過
ぎ
す
。
故
に
鎖
泉
脈
を
索
る
方
怯
ご
し
て
は
ア
ム
モ
ー
ー
ア
法
は
炭
酸
法
に
比
し
、
多
少
の
遜
色
あ
る
を
免

れ
す
。

前
記
の
事
情
を
魯
酌
し
て
其
後
二
回
に
渉
b
て
、
西
宮
市
内
に
於
て
主
ご
し
て
遊
離
炭
酸
法
に
よ
り
て
調
査
を
進
め
、
又
武
庫
川
よ
り
芦
屋
川
に

至
る
間
の
半
野
並
に
山
地
の
鏑
泉
に
付
て
も
、
一
々
現
場
に
於
て
分
析
を
施
行
し
た
b
°
其
後
更
に
ア
ム
モ
ニ
ア
法
に
よ
り
て
も
西
宮
市
内
及
其
近

郊
さ
北
方
山
地
の
諸
鐵
泉
ビ
に
付
て
一
々
現
場
に
於
て
分
析
を
施
行
し
た
り
。

さ
て
前
記
の
如
き
調
査
の
結
果
を
綜
合
す
る
に
西
宮
市
及
其
近
郊
に
於
て
は
地

F
鍛
泉
の
湧
出
伽
所
が
種
々
の
距
離
に
辿
績
す
る
敷
個
の
湧
出
帯

を
な
し
て
存
す
る
を
見
る
。

、
こ
の
事
宵
よ
り
し
て
考
ふ
れ
ば
こ
れ
ら
の
湧
出
帯
は
恐
く
は
晰
層
の
如
き
土
地
の
裂
緯
に
相
常
す
る
も
の
な
ら
ん
。
鍼
水
の
究
極
の
登
源
地
が
何

慮
に
存
す
る
か
は
全
く
之
れ
疑
問
に
し
て
、
或
は
こ
れ
ら
裂
緯
の
深
部
に
存
す
る
や
も
知
れ
す
。
或
は
あ
る
遠
隔
の
湧
出
日
よ
り
し
て
一
定
の
地
層

の
間
に
供
給
せ
ら
れ
た
る
も
の
が
偶
々
断
層
の
裂
隙
に
泊
ひ
て
地
表
に
向
つ
て
上
井
す
る
も
の
な
ろ
や
も
計
ら
れ
す
。

西
宮
市
に
於
て
は
敷
ヶ
所
に
掘
抜
井
戸
あ
り
。
其
深
き
も
の
は
二
百
尺
以
上
に
滓

i

す
る
も
の
も
あ
り
。
こ
れ
ら
の
井
戸
は
何
れ
も
合
鐵
量
の
大
な

る
水
を
産
し
、
：
も
例
外
を
認
め
す
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
中
に
は
鍍
泉
帯
に
相
嘗
す
る
マ
J

も
思
は
れ
ざ
る
悦
置
に
存
す
る
も
の
も
あ
り
。
普
通
の
井

戸
に
於
て
も
少
し
く
深
く
之
を
堀
下
ぐ
る
時
は
必
す
鐵
分
が
急
壻
す
る
こ
マ
J

は
事
賓
な
り
。
高
木
村
に
於
て
試
み
ら
れ
た
る
掘
杖
は
深
さ
ご
共
に
鐵

分
が
増
加
し
、
途
に
一
芸
口
尺
に
逹
し
て
後
遺
棄
せ
ら
れ
た
り
0

こ
れ
ら
の
事
質
よ
り
し
て
稽
ふ
る
に
、
一
般
に
此
地
方
の
地
下
水
は
少
く
ど
も
二
百

尺
位
ま
で
は
相
似
た
る
「
か
な
け
水
」
よ
り
な
る
も
の
と
も
考
へ
得
べ
し
°
然
れ
ざ
も
東
漉
屋
よ
り
紐
木
岩
、
甲
陽
園
、
鹿
猥
を
続
て
西
賑
人
に
出
づ

る
籟
泉
帯
が
遠
く
長
尾
村
よ
り
池
田
方
面
に
連
な
る
貼
よ
り
し
て
考
ふ
れ
ば
、
鍍
泉
が
特
殊
の
地
屑
に
淵
溜
す
る
こ
マ
J

を
以
て
し
て
は
之
を
解
説
す

る
能
は
ざ
る
も
の
の
如
し
。

斯
の
如
く
大
局
よ
り
考
ふ
る
さ
き
は
西
宮
市
の
北
半
の
如
き
は
全
謄
さ
し
て
一
大
鎖
泉
帯
の
上
に
位
す
る
も
の
さ
も
考
へ
得
べ
し
°
こ
れ
著
大
な

四
宮
の
醸
逹
用
地
下
水
に
就
て

ー星^
ノ＇ヽ
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四
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

甲
山
の
周
園
に
あ
る
籟
泉
は
一
定
の
線
の
上
に
排
列
せ
ら
る
る
も
の
多
し
、
生
瀬
村
に
は
停
車
瘍
の
東
南
に
鎖
泉
の
湧
出
場
あ
り
。
又
同
村
の
東

南
端
賓
塚
に
近
き
丘
陵
上
に
ウ
イ
IV
キ
ン
ソ
ン
會
計
の
炭
酸
泉
あ
b
°
賓
塚
の
合
鐵
炭
酸
食
蓋
泉
は
普
く
人
口
に
膳
炎
す
る
所
な
b
0
こ
れ
ら
は
略

々
一
の
直
線
上
に
相
列
び
、
直
線
の
走
向
は
大
約
北
四
十
度
西
な
り
。
賓
塚
よ
b
生
瀬
に
通
す
る
縣
道
に
滸
ふ
所
の
武
庫
川
の
晰
崖
は
略
々
こ
の
直

線
の
方
向
を
表
は
す
も
の
な
り
0

生
瀬
よ
り
し
て
武
庫
川
を
潮
b
武
田
尾
鐵
泉
場
を
経
て
、
三
田
に
通
す
る
武
庫
川
の
峡
谷
は
種
々
の
迂
餘
曲
析
を

示
す
さ
雖
も
、
大
髄
に
於
て
東
西
ょ
b
西
北
に
走
る
を
見
る
。

有
馬
温
泉
地
と
越
木
岩
鎖
泉
地
さ
を
連
結
す
る
線
は
越
水
を
罷
て
芝
村
を
中
晰
す
る
を
以
て
、
同
村
東
南
隅
並
に
大
箇
村
に
現
は
る
る
顕
著
な
る

籟
泉
湧
出
賑
域
を
貰
通
す
。
こ
の
方
向
は
北
四
十
度
西
に
し
て
大
愉
に
於
て
生
瀬
賓
塚
線
に
平
行
せ
り
。

小
川
敢
授
は
董
屋
よ
b
鹿
圏
に
至
る
方
向
に
一
の
斯
層
が
存
在
す
る
こ
と
を
地
質
學
的
に
證
明
し
、
之
を
甲
陽
断
層
と
命
名
せ
ら
れ
た
り
。
甲
陽

第
六
章
甲
山
の
周
園
に
於
け
る
韻
水
の
配
置

七

る
敷
個
の
平
行
裂
緯
線
が
相
接
近
し
て
位
す
る
が
為
め
な
り
。
こ
の
故
に
掘
抜
或
は
深
井
が
厳
密
に
個
々
の
裂
緯
線
に
相
営
せ
ざ
る
位
置
に
あ
り
て

も
、
大
局
に
於
て
こ
の
大
鎖
泉
帯
の
中
に
さ
へ
付
し
な
ば
同
様
な
る
「
か
な
け
水
」
を
得
べ
き
は
寧
ろ
常
然
の
こ
さ
な
b
°
又
斯
く
裂
綽
に
沿
ひ
て
上

昇
す
る
鍍
泉
は
途
中
に
於
て
秤
々
の
地
屑
に
流
れ
込
む
べ
き
こ
さ
は
営
然
な
れ
ば
、
こ
の
附
近
一
憫
の
地
底
が
「
か
な
け
水
」
に
て
充
さ
る
る
に
至
る

べ
き
こ
ご
も
可
能
の
こ
こ
な
b
o

鍍
水
が
最
表
層
を
形
成
す
る
砂
層
へ
出
る
主
な
る
湧
出
日
は
、
勿
論
前
記
の
如
ぎ
裂
緯
線
な
る
が
、
西
宮
市
の
士
地
に
も
自
然
の
勾
配
あ
る
の
み
な

ら
す
、
醸
造
期
に
於
て
は
盛
に
こ
の
砂
層
中
の
水
は
運
動
す
る
が
故
に
時
ご
し
て
は
甚
だ
炭
酸
分
に
乏
し
き
地
表
水
が
鍍
泉
梢
に
流
入
す
る
こ
ご
も

あ
る
べ
し
°
然
る
さ
き
は
其
附
近
の
井
戸
水
は
大
に
其
遊
離
炭
酸
分
を
稀
秤
せ
ら
る
る
を
以
て
其
季
節
に
於
け
る
一
齋
測
定
に
於
て
は
恰
も
鍍
泉
帯

の
上
に
位
せ
ざ
る
水
な
る
か
の
如
き
状
態
を
示
す
こ
さ
な
き
に
あ
ら
す
。
又
鍍
泉
帯
の
方
向
に
直
角
に
水
の
運
動
が
起
る
ご
き
は
、
恰
も
鎖
泉
帯
が

全
憫
ご
し
て
移
動
せ
し
如
き
朕
態
さ
な
る
こ
ご
も
可
能
な
り
。
或
る
場
合
に
は
偶
然
の
出
来
事
よ
り
し
て
有
機
物
を
含
有
す
る
流
し
水
が
澄
入
し
、

其
偽
め
或
井
戸
水
中
に
異
常
に
多
最
の
遊
離
炭
酸
分
を
形
成
す
る
に
至
る
こ
ご
も
あ
り
得
べ
し
。
質
際
あ
る
季
節
に
得
た
る
濃
度
闘
に
於
て
は
甚
だ

高
濃
度
を
示
せ
る
井
戸
水
も
次
の
季
節
の
浪
度
闘
に
於
て
は
至
っ
て
稀
紺
な
る
水
と
し
て
現
は
る
る
こ
さ
多
き
は
こ
れ
ら
の
理
由
に
基
く
も
の
な
り

こ
の
故
に
こ
の
種
の
調
究
は
可
及
的
艇
次
之
を
施
行
し
、
以
て
其
等
の
結
果
に
付
て
研
究
を
行
ふ
を
以
て
安
全
の
策
な
b
と
す
。
幸
に
し
て
西
宮
市

の
場
合
に
於
て
は
各
季
節
に
得
た
る
濃
度
胤
は
大
抵
明
瞭
に
鐵
泉
帯
の
位
龍
を
現
は
し
た
る
を
以
て
、
殆
ん
ざ
其
位
骰
に
到
し
て
疑
を
挟
む
餘
地
な

き
も
の
の
如
し
。
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芝

村

並
に
越
木
岩
籟
泉
は
こ
の
線
上
に
あ
り
°
走
向
は
北
四
十
六
度
東
な
り
。

余
等
の
調
査
せ
し
所
に
よ
れ
ば
東
董
屋
の
山
麓
に
は
合
鐵
炭
酸
泉
あ
り
。
又
鹿
獲
村
に
は
「
か
な
け
井
戸
」
多
く
、
濾
過
槽
は
何
れ
も
赤
錆
色
を
呈

せ
b
。
西
甑
人
村
に
は
炭
酸
瓦
斯
を
得
る
目
的
を
以
て
堀
ら
れ
た
る
掘
抜
井
戸
あ
り
°
盛
に
「
か
な
け
水
」
を
湧
出
し
つ
つ
あ
り
。
こ
の
水
に
付
て
大

正
十
五
年
九
月
八
日
に
現
塙
に
於
て
遊
離
炭
酸
を
定
量
し
た
る
結
果
、
一
立
中
炭
酸
瓦
斯
さ
し
て
五
九
ニ
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
含
有
す
る
こ
さ
を
知
り
た

b
o
 

武
庫
川
よ
り
芦
屋
川
に
渉
る
平
野
は
大
正
十
五
年
九
月
の
初
旬
に
質
地
に
就
て
之
を
調
査
し
、
井
戸
水
の
炭
酸
分
の
定
最
分
析
は
之
を
現
場
に
於

て
施
行
し
た
る
が
、
鍍
泉
帯
に
相
常
せ
ざ
る
井
戸
の
水
は
大
抵
一
立
中
一
五
ミ

9
グ
ラ
ム
以
下
の
炭
酸
瓦
斯
含
量
を
示
し
た
る
に
反
し
、
鏑
泉
帯
に

嘗
れ
る
地
駈
の
井
戸
水
に
て
は
少
く
さ
も
其
敷
倍
の
合
量
を
示
せ
る
の
み
な
ら
す
、
前
に
も
述
べ
た
る
が
如
く
褐
鐵
鎖
の
沈
澱
は
濾
過
器
、
井
戸
端

或
は
水
尻
等
到
る
虞
に
成
生
し
て
存
す
る
を
以
て
、
鍍
泉
帯
の
位
置
は
比
較
的
容
易
に
認
識
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
勿
論
人
家
の
な
き
所
に
於
て
は

地
下
水
を
検
す
る
能
は
ざ
り
し
か
ざ
、
特
別
に
之
の
総
め
に
訳
ゥ
リ
ン
グ
を
行
ふ
等
の
畢
に
出
で
す
し
て
止
み
た
り
。
次
に
こ
の
調
査
に
よ
り
て
得

た
る
結
果
の
梗
概
を
記
す
べ
し
。

打
出
、
東
蓋
屋
方
面

打
出
村
の
中
央
を
通
じ
て
約
北
四
十
度
東
に
走
る
鐵
泉
帯
あ

b
。
同
村
に
て
は
略
々
こ
の
鎖
泉
梢
に
滸
ひ
て
人
家
が
登
逹
せ
る
も
の
の
如
し
。
こ

の
帯
中
に
存
す
る
井
戸
の
水
は
大
抵
一
立
中
五

0
乃
至
八

0
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
炭
酸
瓦
斯
合
量
を
示
し
赤
濁
を
呈
せ
り
。
こ
の
帯
は
大
證
に
於
て
甲
陽

晰
層
に
平
行
に
し
て
｀
森
具
の
北
方
、
香
櫨
園
及
ぴ
越
水
等
の
地
園
を
通
過
す
る
一
鎖
泉
帯
に
風
す
る
も
の
．
の
如
し
。

打
出
村
の
西
北
端
よ
b
西
打
出
に
一
旦
る
一
の
鏑
泉
帯
あ
り
。
之
は
東
芦
屋
の
鍍
泉
湧
出
地
を
指
し
、
方
向
は
北
四
十
度
西
な
り
。
故
に
之
は
有
馬

越
木
岩
、
芝
村
線
に
平
行
に
し
て
、
従
っ
て
生
瀬
、
賓
塚
線
に
平
行
な
り
。
西
打
出
に
於
て
は
入
〇
乃
至
一

0
0̀‘、
9
グ
ラ
ム
の
炭
酸
瓦
斯
含
量
セ

示
す
井
戸
水
は
鮮
な
か
ら
す
。
中
に
は
一
六
0
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
合
量
を
示
す
も
の
さ
へ
あ

b
た
り
。

ロ

香

櫨

園

方

面

森
具
の
北
方
に
あ
る
井
戸
に
は
「
か
な
け
水
」
を
産
す
る
も
の
あ
り
。
又
香
櫨
園
の
新
住
宅
地
に
於
て
一

t
t
~
乃
至
四
0
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
炭
酸
瓦
斯
合

有
量
を
示
す
「
か
な
け
水
」
あ
り
。

四
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

入
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四
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

‘,/ ホ

下

段

上

村

（
 

高
木
村
の
北
西
部
を
西
南
ょ
り
東
北
に
通
過
す
る
鍍
泉
帯
あ
り
。
こ
の
帯
中
の
井
戸
に
は
附
近
の
小
川
の
水
準
面
よ
り
も
施
に
高
き
水
頭
を
現
は

し
、
「
か
な
け
水
」
の
浅
々
マ
J

し
て
洒
出
し
つ
つ
あ
る
も
の
若
干
を
認
め
た
り
。
こ
の
湧
出
水
の
合
有
す
る
遊
離
炭
酸
の
最
は
甚
だ
大
な
ら
す
。
こ
れ

恐
く
は
多
贔
の
地
表
水
が
混
入
す
る
結
果
な
ら
ん
。

大
正
十
一
年
の
大
旱
魃
に
常
り
こ
の
村
の
北
方
に
あ
り
て
干
上
り
た
る
池
の
縁
に
―
つ
の
掘
抜
井
戸
が
設
け
ら
れ
し
こ
と
あ
b
0
こ
の
井
戸
に
用

ひ
ら
れ
た
る
．
＾
イ
プ
の
直
種
は
六
吋
に
し
て
、
深
さ
は
十
三
尺
に
逹
し
て
礫
層
に
行
常
り
て
止
み
た
b
0
こ
の
．
＾
イ
プ
よ
り
し
て
二
馬
力
の
電
動
機

を
附
し
た
る
ぷ
ン
プ
を
用
ひ
て
査
夜
兼
行
に
て
一
ヶ
月
間
灌
漑
水
を
汲
上
げ
し
が
、
パ
イ
プ
の
水
頭
は
僅
に
ー
ニ
尺
低
落
せ
し
ま
ま
に
て
朧
績
し
決

し
て
涸
渇
に
至
る
こ
ご
な
か
り
き
°
然
る
に
こ
の
水
を
送
入
せ
し
田
而
に
は
廣
き
温
域
に
一
日
~
り
一
様
に
水
酸
化
鐵
の
沈
澱
が
隼
積
し
、
赤
褐
色
を
呈

し
た
り
さ
い
ふ
。
蓋
し
こ
の
方
面
は
西
宮
の
北
部
よ
り
し
て
芝
村
を
通
過
し
て
末
る
東
北
に
向
ふ
鍍
泉
帯
の
上
に
位
す
る
ご
同
時
に
、
往
昔
武
庫
川

或
は
仁
川
の
河
床
た
り
し
所
に
営
り
、
現
今
も
肉
多
量
の
地
表
氷
が
循
環
し
つ
つ
あ
り
て
盛
に
鍍
泉
ご
相
混
る
も
の
な
る
べ
し
。
鎖
泉
帯
を
外
れ
た

る
井
戸
は
常
に
地
表
水
の
み
を
湛
ふ
る
は
、
主
さ
し
て
此
村
を
貰
流
す
る
小
川
の
影
響
な
ら
ん
も
、
水
頭
は
遥
に
鍍
泉
帯
内
の
井
戸
よ
b
低
き
は
興

味
あ
る
事
賓
な
b
o

高

木

村

九

芝
村
の
西
方
を
西
南
ょ
b
東
北
に
走
る
頗
る
顕
著
な
る
鎖
泉
帯
あ
り
°
之
は
西
宮
市
の
本
町
通
ご
札
場
筋
さ
の
交
叉
貼
を
通
過
す
る
第
七
琥
鐵
泉

脈
の
延
長
さ
見
倣
す
べ
き
も
の
な
り
。
こ
の
村
の
中
部
東
川
の
梢
岸
一
帯
は
東
川
の
影
響
を
受
け
井
戸
水
は
一
様
に
地
表
水
の
み
よ
り
成
れ
ざ
も
村

の
北
端
に
於
て
顕
著
な
る
鍍
水
の
現
は
る
る
を
見
る
。
之
れ
全
く
前
記
の
鍍
泉
帯
の
延
長
な
り
さ
す
。
こ
の
帯
に
屈
す
る
井
戸
に
は
湧
出
鍍
泉
の
水

頭
が
地
表
下
殆
ん
ざ
一
尺
許
り
の
深
さ
に
逹
す
る
も
の
一
―
一
を
認
め
た
り
°
如
斯
井
戸
に
於
て
は
粗
粒
の
砂
を
井
戸
底
に
填
允
し
、
水
準
面
以
下
一

尺
許
b
の
高
さ
に
逹
せ
し
め
、
之
に
よ
b
て
水
酸
化
鐵
の
沈
澱
を
臨
過
す
る
設
伽
を
な
し
た
り
。
又
他
の
師
の
井
戸
に
於
て
は
普
通
の
井
戸
の
側
壁

に
孔
を
穿
ち
、
湧
出
す
る
赤
濁
水
を
砂
を
容
れ
た
る
第
二
の
井
戸
に
導
き
、
こ
の
第
二
の
井
戸
よ
り
し
て
消
澄
水
を
汲
む
設
備
を
施
し
た
る
も
の
も

ぁ
b
た
り
。
こ
れ
ら
の
井
戸
水
は
概
し
て
多
最
の
遊
離
炭
酸
を
含
み
、
其
の
最
大
な
る
も
の
は
一
立
中
二
三

0
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
炭
酸
瓦
斯
を
合
有
じ

た
り
。
芝
村
の
東
南
隅
に
あ
る
敷
個
の
井
戸
も
亦
赤
濁
水
を
湛
へ
、
其
炭
酸
合
絨
の
著
大
な
る
も
の
は
二O
Q
.
,
,
-
;
.
-
,
.
~

ラ
ム
を
超
過
せ
b
°
此
部
は

前
に
述
べ
た
る
有
馬
ー
越
木
岩
ー
越
水
線
の
上
に
位
し
、
大
箇
村
の
赤
濁
水
ご
相
呼
應
す
る
も
の
な
b
o
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地
表
に
湧
出
し
つ
つ
あ
る
掘
抜
井
戸
若
干
あ
り
°
鐵
分
は
全
然
な
く
遊
離
炭
酸
分
は
極
め
て
徹
小
な
り
0

こ
の
水
も
高
木
村
に
於
け
る
湧
出
水
ご

“) （
同
様
に
て
、
主
ご
し
て
地
表
水
よ
b
な
る
も
の
な
る
べ
け
れ
ざ
も
、
こ
の
種
の
噴
井
は
村
内
を
西
南
よ
り
東
北
に
走
る
一
線
の
上
に
於
て
得
ら
れ
、

其
他
の
塩
所
に
於
て
は
之
を
得
ら
れ
す
さ
云
ふ
。

ヘ

瓦

木

村

小
學
校
の
井
戸
は
赤
濁
水
に
し
て
約
ー

0
0
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
遊
離
炭
酸
を
含
む
。
村
内
に
於
て
は
赤
濁
水
を
湛
ふ
る
井
戸
は
西
北
よ
り
東
南
の
方

向
に
排
列
せ
ら
る
る
も
の
の
如
し
。
小
學
校
の
西
北
、
水
田
を
距
で
て
瘤
に
高
木
村
の
東
南
端
の
一
小
駈
域
に
見
ら
る
赤
濁
水
の
井
戸
は
こ
の
西
北

東
南
帯
の
上
に
位
す
る
も
の
な
ら
ん
。

ト
鹿
蓋
、
蔵
人
並
に
小
林
方
面

鹿
甕
村
に
か
な
け
井
戸
多
く

11西
蔵
人
に
は
掘
抜
よ
り
湧
出
し
つ
つ
あ
る
鎖
泉
あ
り
て
、
何
れ
も
甲
陽
晰
屑
線
上
に
位
す
る
こ
さ
は
前
既
に
詳
述

せ
b
°
阪
急
電
車
小
林
停
留
所
の
附
近
に
か
な
け
水
の
湧
出
地
あ
り
。
又
小
林
村
の
西
方
に
若
干
の
か
な
け
井
戸
あ
り
。

チ
其
他
の
西
宮
近
郊
の
部
落

大
箇
及
中
村
に
か
な
け
井
戸
あ
り
。
今
津
に
は
顕
著
な
る
か
な
け
井
戸
は
な
し
さ
雖
も
、
多
少
鐵
分
及
遊
離
炭
酸
に
富
め
る
井
戸
水
は
西
宮
市
内

に
於
け
る
第
三
琥
鍍
泉
帯
の
延
長
の
方
向
に
排
列
す
°
津
門
村
に
て
遊
離
炭
酸
の
合
最
一
立
に
付
九
三
、
六
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
水
あ
b
°
戎
紳
祉
の
南

方
に
於
て
も
西
宮
市
の
第
六
猿
鐵
泉
帯
の
延
長
が
多
少
迫
躁
し
得
ら
る
れ
ざ
も
著
し
か
ら
す
。

以
上
に
記
述
せ
る
鍍
泉
帯
は
凡
て
之
を
第

5
園
の
上
に
一
糠
め
こ
し
て
表
は
し
た
り
°
要
す
る
に
鐵
泉
帯
は
甲
陽
晰
屑
に
平
行
し
且
相
互
に
平
行

せ
る
敷
本
ご
生
瀬
賓
塚
線
に
平
行
し
、
且
相
互
に
平
行
せ
る
若
干
の
帯
よ
り
成
り
、
前
に
西
宮
市
に
於
て
得
た
る
結
果
さ
一
致
せ
り
。

地
下
水
準
面
の
測
定
に
闊
す
る
一
齊
作
業
は
大
正
十
四
年
十
一
月
及
び
大
正
十
五
年
一
月
並
に
同
年
四
月
の
三
回
に
渉
り
て
之
を
施
行
し
た
b
o

此
の
測
定
結
果
よ
り
一
月
並
に
四
月
に
於
け
る
水
準
面
が
十
一
月
に
於
け
る
定
常
朕
態
よ
b
下
れ
る
尺
度
を
算
出
し
、
等
減
水
位
曲
線
を
作
製
せ
り

第
入
闘
は
即
ち
一
月
の
減
水
悦
闘
な
り
。
此
等
の
曲
線
闘
を
見
る
に
一
月
の
下
旬
に
至
り
、
宮
水
駈
域
の
水
準
面
の
低
落
は
既
に
著
し
く
、
二
月
の

末
に
至
り
て
こ
の
低
落
は
極
大
値
に
逹
す
る
を
知
る
。
此
時
期
に
至
る
さ
き
は
井
戸
水
は
全
然
涸
渇
す
る
所
多
し
°
而
し
て
こ
の
水
準
面
の
陥
凹
の

第
七
章
西
宮
市
に
於
け
る
地
下
水
準
面
の
夏
化
及
び
海
水
の
侵
入
状
態

四
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

1
0
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中
心
は
市
役
所
の
東
方
に
生
じ
、
界
々
三
角
形
を
な
し
て
存
す
。
四
月
に
到
れ
ば
こ
の
陥
没
は
既
に
大
い
に
回
復
す
れ
ざ
も
、
肉
定
常
朕
態
よ
り
―
―

尺
も
低
き
部
分
は
可
な

b
廣
大
に
し
て
、
一
尺
の
等
減
水
位
曲
線
は
尚
未
だ
外
部
に
向
つ
て
撰
大
し
つ
＞
あ
り
。

本
町
通
及
札
埠
筋
方
面
に
於
て
、
十
一
月
に
存
在
せ
し
高
濃
度
の
地
下
水
は

l

月
に
至
れ
ば
既
に
大
い
に
其
濃
度
を
減
じ
｀
四
月
に
到
れ
ば
更
に

稀
薄
マ
J

な
る
。
こ
れ
此
の
方
面
の
地
下
水
が
順
次
石
在
町
北
部
に
存
す
る
渇
水
の
中
心
部
に
向
つ
て
、
移
動
す
る
が
た
め
稀
薄
な
る
地
表
水
が
馬
塙

町

伏

流

よ

り

流

入

し

て

其

の

跡

を

充

す

傾

向

あ

る

に

依

る

。

．

第
五
刷
の
甕
素
厠
に
於
て
町
瞭
な
る
如
く
、
西
宮
市
の
地
下
水
の
甕
素
分
は
築
泄
東
潤
よ
り
市
の
中
央
部
に
向
ひ
た
る
一
綴
き
の
地
下
水
に
於
て

異
常
に
多
最
な
る
こ
さ
を
示
し
｀
恰
も
之
海
水
侵
入
の
溝
渠
な
る
が
如
き
観
を
昂
す
。
甕
素
闘
の
こ
の
形
は
冬
期
も
春
期
も
さ
ま
で
襲
化
を
罷
め
す

然
れ
ざ
も
こ
の
『
溝
渠
」
中
に
あ
る
井
戸
の
水
の
塵
素
分
の
絶
到
最
は
時
期
の
異
な
る
に
従
っ
て
大
に
襲
化
す
る
を
見
る
。
今
其
綾
化
の
道
程
を
界
述

せ
ん
に
、
先
初
め
に
井
戸
換
の
終
り
に
は
一
旦
墜
素
分
は
降
下
す
。
こ
の
埠
合
に
供
給
せ
ら
る
ヽ
稀
薄
水
は
一
部
は
地
表
水
の
伏
流
拉
に
上
層
に
瀦

溜
せ
る
雨
水
よ
り
末
り
、
一
部
は
地
下
鍍
泉
よ
り
来
る
も
の
な
ら
ん
。

一
月
下
旬
に
至
り
酒
水
井
戸
附
近
は
水
位
が
大
に
低
落
す
さ
雖
も
、
海
水
の
侵
人
は
未
だ
顕
著
な
ら
す
°
僅
に
築
港
に
近
き
少
敷
の
井
戸
に
於
て

の
み
聾
素
分
の
増
加
を
見
る
。
二
月
下
旬
に
至
b
醸
造
期
が
終
る
頃
に
至
れ
ば
、
酒
水
井
戸
の
附
近
に
於
て
水
位
は
滴
潮
の
海
而
よ
り
低
き
こ
さ
ー
―

尺
乃
至
ー

1

一
尺
に
逹
す
る
を
以
て
、
海
水
の
侵
入
は
激
甚
マ
J

な
り
、
市
の
南
方
比
較
的
築
泄
に
近
き
井
戸
の
水
は
既
に
醸
造
用
に
使
用
す
べ
か
ら
ざ
る

程
度
に
海
水
が
混
入
す
°
恐
く
は
三
月
四
月
が
海
水
侵
入
の
最
も
旺
盛
な
る
時
期
に
し
て
四
月
初
旬
に
於
て
は
大
量
の
犠
素
分
が
『
溝
渠
』
部
に
存
在

す
る
の
み
な
ら
す
第
港
の
東
潤
及
北
湾
に
近
接
せ
る
廣
き
縣
域
に
渉
り
て
侵
入
し
て
存
す
る
を
見
る
。

西
宮
市
の
高
距
闘
を
見
る
に
浪
の
町
に
於
て
は
北
方
よ

b
連
亘
す
る
丘
陵
朕
の
高
地
あ
り
°
海
水
は
始
め
こ
の
高
地
の
東
方
に
存
す
る
谷
に
滸
ひ

て
市
内
に
侵
入
す
れ
ざ
も
、
後
に
は
こ
の
高
地
の
西
方
よ

b
も
侵
入
す
る
こ
こ
ヽ
な
る
も
の
4
如

し

。

／

而
し
て
こ
の
水
は
十
一
月
ま
で
に
は
稲
川
よ
b
入
る
伏
流
に
よ
り
殆
ざ
全
部
洗
ひ
流
さ
る
。

西
宮
市
に
於
て
は
年
々
醸
造
用
水
の
汲
上
贔
が
壻
加
す
る
を
以
て
、
醜
造
期
の
終
り
よ

b
始
め
に
至
る
一
ヶ
年
間
に
海
水
を
洗
ひ
流
す
に
追
な
く

し
て
汲
上
に
着
手
す
る
ァ
ご
さ
ヽ
な
る
が
故
に
、
往
昔
市
の
南
方
に
於
て
頗
る
良
質
の
酒
造
用
水
を
産
し
た
る
貴
重
の
井
戸
は
年
を
追
ひ
て
崩
井
に
蹄

し
つ
A
あ
る
は
遺
械
の
至
り
な

b
o

海
水
侵
入
の
『
溝
渠
」
部
の
東
方
に
は
璧
素
分
の
甚
だ
稀
薄
な
る
他
帯
あ
る
こ
と
は
何
れ
の
甕
素
欄
に
於
て
も
明
瞭
に
認
め
得
ら
る
上
所
な
る
が
、

こ
の
部
に
存
す
る
井
戸
の
水
準
面
は
平
常
朕
態
に
於
て
隣
接
井
戸
に
比
し
多
少
高
き
貼
よ
り
見
れ
ば
、
荘
に
は
西
南
よ
り
東
北
に
走
る
一
の
鍍
泉
帯

あ
る
も
の
ヽ
如
し
°
然
れ
ざ
も
こ
れ
よ
り
涌
出
す
る
鍍
泉
は
遊
離
炭
酸
の
合
籠
は
さ
ま
で
大
な
ら
ざ
る
も
の
な
ら
ん
°
而
し
て
石
在
町
の
南
部
に
集

西
心
い
の
醸
池
，
用
地
下
水
に
就
て
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ま
れ
る
伏
流
の
一
部
分
も
こ
の
部
へ
流
動
し
末
る
こ
と
も
可
能
の
こ
と
な
り
。

醸
造
期
に
至
れ
ば
地
下
水
は
激
し
く
攪
拌
せ
る
ら
ヽ
を
以
て
、
各
井
戸
よ
り
汲
上
げ
ら
る
A

水
は
殆
ん
ざ

l

様
な
る
組
成
の
も
の
さ
な
る
。
故
に

吾
人
は
『
宮
水
』
な
る
抽
象
的
の
も
の
ヽ
組
成
を
考
へ
、
或
は
其
化
學
的
性
質
を
論
す
る
こ
さ
を
得
。
今
宮
水
な
る
も
の
ヽ
概
念
を
示
さ
ん
が
為
め
に

左
に
敷
種
の
井
戸
水
の
分
析
表
を
掲
ぐ
。
肉
禁
考
の
た
め
醸
造
用
に
供
し
つ
ヽ
あ
る
マ
J

否
こ
に
拘
は
ら
す
、
宮
水
属
域
内
に
散
在
す
る
若
干
の
井
戸

水
（
井
戸
番
琥
四
乃
至
二

0
)及
駈
域
外
に
存
在
す
る
も
の
（
井
戸
番
琥
ニ
―
乃
至
二
八
）
の
分
析
表
を
も
併
記
せ
り
。

井

-----—戸五四三ニー〇九八七六五四蓄三ニー
競

井
戸
番
鶉

一
三
、
四

一
八
、
ニ

一
九
、

0

珪

酸

饗

士

(
S
i
0
2
)
 

(
A
l
2
0
s
)
 

豆、
1

l‘

奏

ニ
四
‘
七

11
、
四
二

二
六
、
五
三
、
三
五

珪

酸

攀

？
 

三
、
五

二
二
、
五

一
九
、

0

一
六
‘
七

一
、
入
？

ニ
四
、
0

二
五
、
六

？
 

二、

l- 宮
水
の
化
學
的
性
質

0
、
三
三

（
敷
字
は
試
料
水
一
立
中
の
含
有
最
な
｀

f`

リ
グ
ラ
ム
に
て
表
は
す
）

鐵

分

石

灰

苦

土

加

里

曹

逹

燐

酸

(
F
e
2
0
s
)
 

(
C
a
O
)
 

(
M
g
O
)
 

(
K
2
0
)
 
(
N
a
2
0
)
 

(
P
2
0
5
)
 

0
、1

五

六

0
、六

0
ニ
一
、
四
三
二

0
、
七
七
八
二
、
二

0

四、

O
f
i

0
、
一
入
六
七
、
九

0

ー
九
、
四
四

J1
二
、
入
入
入
三
、
八
入
三
、
七
六

0
、
1

五
五
七
、
五

0
二
六
、
二
五

11
五
、
六
七
八
四
、
七
二
二
、
七
四

土

鐵

分

石

灰

苦

土

燐

酸き

、

四

〇

？

四

、

九

三

一
三
一
、
四

0

1
0
1
、
五
六
三
、
四
〇

五

一

、

八

三

二

四

、

一

九

二

、

四

二

五

一

、

八

ー

一

七

、

九

二

五

、

四

二

五

八

、

四

七

九

、

0
1
1

0
、
三
入

八

一

、

入

ー

一

六

、

四

四

二

、

五

五

―
一
七
、
八

0

三
二
、
0
四

四

、

五

五

ー

ニ

ニ

、

三

〇

戻

、

一

三

三

、

一

五

五
四
、
六
ニ
ー
四
、
一
九

三
四
、

1

七

九

、

一

六

二
七
、
八

1

八
‘
四
0

五
九
，
一1
1
~

一
七
、
Ji
四

0
、
二
三

0
、
二
四

二
、
三
二

二
、
一
九

二
、
五

I

一
．
九
四

第

五

第

八

章

四
宮
の
醸
逹
用
地
下
水
に
就
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五
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五

二

碓
酸
の
含
量
は
宮
水
に
於
て
も
又
其
原
料
た
る
鍍
泉
水

1

仕
於
て
も
可
な
り
大
な
り
。
碓
酸
分
が
長
石
の
分
解
物
マ
J

し
て
普
通
な
る
高
嶺
土
（
粘
土

の
一
種
）
の
形
を
な
せ
る
も
の
さ
せ
ば
、
碓
酸
四
六
、
五
分
に
到
し
躾
土
三
九
、
五
分
が
存
在
す
べ
き
理
な
り
°
然
る
に
宮
水
の
碓
酸
分
は
大
約
四

0

ミ
リ
グ
ラ
ム
な
る
に
饗
士
は
僅
に
敷
ミ
リ
グ
ラ
ム
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
見
れ
ば
、
碓
酸
の
一
部
は
ア
ル
カ
リ
ご
化
合
せ
る
か
或
は
含
水
峠
酸
の
形
さ

な
り
て
存
在
す
る
も
の
な
ら
ん
。

ソ
デ
ウ
ム
ご
カ
リ
ウ
ム
と
の
比
は
北
方
山
地
に
あ
る
多
敷
の
鎖
泉
に
於
て
大
約
十
に
近
き
敷
な
る
が
（
第
一
表
滲
照
）
宮
水
に
於
て
は
三
乃
至
四
の

間
に
あ
り
。
こ
れ
恐
く
は
鍍
泉
が
花
闘
岩
の
砂
を
多
最
に
含
め
る
沖
積
層
中
を
諧
透
す
る
間
に
、
其
中
の
正
長
石
を
分
解
し
こ
れ
よ
り
し
て
加
里
分

を
抽
出
し
た
る
結
果
マ
J

見
る
べ
き
も
の
に
し
て
、
凡
て
の
「
か
な
け
水
』
及
掘
抜
よ
り
湧
出
す
る
鎖
泉
が
一
般
に
多
量
の
肺
酸
及
募
士
を
含
有
す
る
事

賓
は
前
記
の
想
定
を
裏
書
す
る
も
の
な
り
。
蓋
し
炭
酸
水
が
長
石
に
作
用
す
れ
ば
必
す
や
粘
士
或
は
峠
酸
マ
J

黎
士
マ
J

の
水
化
物
を
形
成
し
、
加
里
の

大
部
分
或
は
全
部
は
溶
液
ご
な

b
て
出
づ
べ
き
も
の
な
れ
ば
な
り
。

宮
水
の
含
有
す
る
聾
素
分
は
一
立
中
凡
入

0
乃
至
ー
ニ

0
ミ
9
グ
ラ
ム
な
る
に
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
分
は
可
な
り
大
に
し
て
一

0
乃
至
二

0
ミ
9
グ
ラ

ム
の
間
を
往
末
す
。
初
て
圏
素
マ
J

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ご
の
比
は
四
乃
至
十
二
な
り
°
然
る
に
此
地
方
の
錯
泉
の
分
析
表
（
第
一
表
）
を
見
る
に
其
中
に
於

け
る
聾
素
ご
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ど
の
比
は
大
約
六
〇
乃
至
一

0
0
の
間
を
褻
化
し
、
有
馬
の
鍍
泉
の
如
き
は
一

0
0
0
に
近
き
敷
を
示
す
を
以
て
見
れ

ば
、
何
等
か
本
末
の
鎖
泉
以
外
に
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
供
源
の
存
在
す
べ
き
を
息
は
し
む
e
海
水
中
に
於
け
る
堕
素
マ
」
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
の
比
は
凡
一

、
三
四

、0
三

0
、ニ

0
、.. -

1
0七
、
七
〇

三
一
、
八
0

loc、
一
五

八
七
、
一
三

四
九
、
九
九

四
三
、
七
四

七
六
｀
八
八

七
四
、
五
入

七
二
、
二
四

五
一
、
五

0

七
五
、

}
0

六
二
、
八
0

一
六
、
二
九

九
、
四
九

五
、
九
一

四
、
六
111

戻
、
四
七

一
三
、
四
一

1

四
、
九
二

二
三
、
0
三

1
0、
一
七

二
五
、
四
九

八
、
三
六

111

五
、
五
11

二
0
、
一
三

ー
ー
デ

一
五
、
七
六

五
、
八
六

一
六
、
八
六

二
七
、
五
三

二
一
、
一
四

ア
ル
カ

9
性
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四
に
し
て
可
な
り
宮
水
に
近
接
せ
り
と
雖
も
、
未
だ
十
二
乃
至
四
に
及
は
す
°
然
ら
ば
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
供
源
は
果
し
て
何
物
な

b
や
は
頗
る
興
味

あ
る
問
題
に
風
す
ぅ

宮
水
の
含
有
す
る
硫
酸
分
は
著
大
な
り
。
即
ち

S
0
4

さ
し
て
の
合
量
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
最
よ
り
も
大
な
り
°
宮
水
の
硫
酸
分
が
海
水
に
起
源
セ

有
す
る
も
の
ご
せ
ば
、
，
雨
物
質
の
量
は
如
斯
比
例
に
於
て
あ
る
べ
か
ら
す
。

北
方
山
地
の
鍍
泉
を
桧
す
る
に
何
れ
も
硫
酸
及
硫
化
水
素
等
の
形
マ
J

し
て
硫
黄
分
を
含
有
せ
ざ
る
は
な
し
さ
雖
も
、
其
量
は
小
に
し
て
到
底
璽
素

又
は
ソ
ヂ
ウ
ム
の
含
量
ご
比
較
し
得
べ
く
も
あ
ら
す
。
然
る
ご
き
は
結
局
こ
の
硫
酸
分
の
一
部
は
地
表
よ
り
下
れ
る
有
機
物
に
其
起
原
を
有
す
る
も

の
と
推
定
す
る
の
外
な
し
。

注
意
し
て
施
行
し
た
る
定
性
分
析
の
結
果
に
よ
れ
ば
宮
水
は
多
少
の
酷
酸
分
を
合
布
せ
り
°
蓋
し
如
何
な
る
注
意
を
彿
ふ
マ
J

も
あ
る
量
の
ア

J
V
n

1
J
V
は
年
々
工
埠
に
於
て
漏
失
し
、
従
て
地
下
に
滲
入
す
る
こ
さ
は
可
能
な
り
。

宮
水
中
に
於
け
る
炭
酸
分
の
組
量
は
凡
一
立
に
付
一

0
0
乃
至
二

0
0
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
間
に
あ
り
。
而
し
て
其
大
部
分
は
重
炭
酸
猥
其
他
の
化
合

物
の
形
ご
な
り
て
存
在
す
る
も
の
に
し
て
、
『
遊
維
炭
酸
」
の
形
さ
し
て
存
在
す
る
は
一
110
乃
至
五

0
ミ
リ
グ
ラ
ム
な
り
°
宮
水
中
に
於
け
る
水
素
イ

オ
ン
濃
度
の
高
き
は
、
主
マ
J

し
て
如
斯
多
械
の
炭
酸
分
の
存
在
に
基
因
す
る
も
の
な
ら
ん
。

ク
ラ
ー
ク
氏
に
よ
れ
ば

PH五、

0
の
水
は
既
に
多
敷
の
バ
ク
テ
リ
ア
を
甜
害
す
る
力
を
有
す
ご
い
ふ
。
然
る
マ
J

き
は
宮
水
の
如

<
p
H四
の
程
度
の

水
は
可
な
り
大
な
る
程
度
に
泊
蒋
せ
ら
れ
て
存
す
る
も
の
マ
J

考
ふ
る
を
得
べ
し
。
宮
水
が
腐
敗
醗
閉
を
起
し
難
き
原
因
が
水
質
の
上
に
も
あ
り
て
存

す
ろ
も
の
マ
J

せ
ば
、
如
斯

PH値
の
低
き
こ
ご
は
其
主
要
原
因
の
一
た
る
べ
し
。

宮
水
成
立
の
経
過

宮
水
謳
域
に
於
て
は
餌
年
井
戸
が
涸
褐
す
る
に
至
る
迄
地
↑
水
は
汲
上
げ
ら
る
ヽ
を
以
て
、
次
年
度
の
宮
水
は
一
部
は
湧
出
鎖
泉
よ
り
、
又
他
の

一
部
は
周
固
の
地
駈
よ
り
諧
流
す
る
地
下
水
よ
り
し
て
形
成
せ
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
雨
水
の
浸
透
す
る
撮
も
亦
相
営
多
量
に
上
る
べ
し
°
然
れ
ざ

も
此
等
の
水
は
何
れ
も
其
儘
に
て
は
醸
造
用
に
使
用
し
難
し
°
即
ち
鍍
水
は
常
に
石
炭
分
の
合
贔
が
過
小
な
る
上
に
鐵
及
ア
ム
モ
ー
ー
ア
を
含
有
し
、

属
域
外
よ
り
流
入
す
る
地
下
水
は
有
機
物
、
鐵
分
及
時
マ
J

し
て
は
ア
ム
モ
ー
ー
ア
を
含
有
し
、
且
水
素
イ
オ
ン
濃
度
高
か
ら
す
。
伏
流
の
水
及
び
雨
水

の
浸
透
せ
る
も
の
は
稀
薄
に
し
て
炭
酸
分
に
乏
し
く
到
底
使
用
に
堪
へ
す
。

本
町
通
及
ぴ
札
塩
筋
方
面
の
地
下
に
存
す
る
高
濃
度
の
水
は
宮
水
謳
域
に
於
け
る
水
準
が
減
却
す
る
に
従
ひ
、
漸
次
駈
域
内
へ
進
入
し
水
る
こ
ご

は
前
既
に
論
述
せ
●
所
な
る
が
、
こ
の
地
下
水
の
運
動
に
際
し
其
中
に
合
有
せ
ら
る
こ
第
一
鐵
分
は
酸
化
し
て
第
二
鐵
ご
な
り
て
沈
澱
を
完
了
し
‘

第

九

章

四
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

ー
四
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西
宮
の
醸
造
用
地
下
ホ
に
就
て

有
機
物
も
殆
ん
ざ
完
全
に
酸
化
せ
ら
れ
含
窒
素
化
合
物
並
に
ア
ム
モ
ー
ー
ア
の
類
は
硝
化
パ
ク
テ
リ
ア
の
作
用
を
受
け
て
硝
酸
に
化
し
、
沈
澱
又
は
懸

垂
朕
態
に
あ
り
て
存
す
る
物
質
は
濾
し
さ
ら
れ
て
清
澄
さ
な
る
。
彼
の
遊
離
娃
酸
の
如
き
は
前
記
の
地
方
に
存
在
せ
し
水
に
は
一
立
中
一
11
0
乃
至
四

0
ミ
リ
グ
ラ
ム
位
も
存
せ
し
も
の
が
大
約
二

0
ミ
リ
グ
ラ
ム
前
後
に
減
却
す
る
事
質
は
確
か
に
前
記
の
濾
過
作
用
の
効
果
を
示
す
も
の
な
り
。
試
験

の
為
め
穿
ち
し
堀
抜
井
戸
は
彼
の
粘
士
質
細
秒
層
よ
り
箔
に
深
く
堀
穿
せ
し
も
の
な
る
が
、
一
立
中
に
於
け
る
碓
酸
の
含
量
は
五
六
ミ
リ
グ
ラ
ム
に

逹
す
。
こ
の
種
の
神
が
地
表
に
逹
し
て
一
1
1
0
乃
至
四

0
ミ
リ
グ
ラ
ム
ど
な
る
も
の
ご
せ
ば
、
地
層
を
潜
る
間
に
鮭
酸
分
は
既
に
大
に
漉
し
除
け
ら
れ

た
る
こ
さ
を
示
す
も
の
な
り
。

酸
化
作
用
は
大
約
一
丈
四
五
尺
俯
の
深
さ
迄
は
進
行
す
る
も
の
ヽ
如
し
°
こ
の
酸
化
層
の
下
部
に
一
の
褐
鐵
鍍
層
あ
り
。
こ
の
層
は
あ
る
土
地
に

於
て
は
敷
寸
に
も
逹
す
る
硬
き
鍍
層
を
な
し
、
又
他
の
士
地
に
於
て
は
極
め
て
薄
き
皮
膜
様
の
水
酸
化
第
二
鐵
に
よ
り
て
代
表
せ
ら
る
ヽ
所
も
あ
り

或
は
置
に
葵
然
た
る
水
酸
化
第
二
鐵
の
濁
り
さ
し
て
現
る
ヽ
所
さ
へ
あ
り
°
宮
水
井
戸
は
通
常
こ
の
褐
鐵
鍍
の
層
理
に
逹
す
る
深
さ
に
は
堀
下
げ

す
。
蓋
し
こ
の
事
を
牧
て
す
る
に
於
て
は
多
量
の
鐵
分
が
井
戸
に
現
は
れ
、
其
為
め
井
戸
水
全
俯
を
悪
髪
す
る
に
至
る
を
以
て
な
り
。
切
之
観
之
。

こ
の
褐
鐵
鍍
層
の
下
方
に
て
は
多
最
の
鐵
分
を
第
一
鐵
の
形
に
保
つ
に
足
る
如
き
還
元
朕
態
が
行
渉
h
て
存
す
る
こ
さ
を
知
る
。

渇
水
期
に
な
れ
ば
こ
の
種
の
『
か
な
け
水
』
の
湧
出
最
も
激
壻
す
べ
き
は
明
ら
か
な
れ
ざ
も
、
其
時
期
に
於
て
は
宅
氣
は
既
に
地
下
の
深
部
に
到
逹

し
て
存
す
る
が
故
に
、
鐵
分
を
酸
化
せ
し
め
其
硝
化
作
用
を
促
進
す
る
に
足
る
だ
け
の
量
の
酸
素
は
其
部
に
供
給
せ
ら
れ
得
る
も
の
な
ら
ん
。

獲
素
分
の
大
部
は
海
水
よ
り
来
れ
る
も
の
な
る
こ
ご
は
前
既
に
述
ぺ
た
り
惟
ふ
に
硬
度
の
大
な
る
淡
水
ご
海
水
ご
が
地
中
に
於
て
相
楼
鯛
す
る
貼

の
地
下
水
が
最
も
醸
造
用
に
好
適
せ
る
も
の
ヽ
如
し
°
往
時
は
こ
の
事
情
は
主
マ
J

し
て
築
港
に
近
き
市
の
南
方
に
於
て
質
視
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る

が
、
市
の
中
央
部
に
於
け
る
汲
上
最
が
激
壻
す
る
に
伴
ひ
て
最
良
の
接
閣
地
帯
は
次
第
に
北
へ
移
行
し
、
其
為
め
往
時
に
於
て
良
質
の
醸
造
用
水
を

産
し
た
り
し
貴
重
の
井
戸
は
次
第
に
廣
井
さ
な
り
つ
ヽ
あ
る
は
惜
む
べ
き
こ
さ
な
り
。

宮
水
謳
域
の
地
下
水
中
に
於
け
る
遊
離
炭
酸
瓦
斯
の
量
は
一
月
頃
に
は
一
立
中
一
五
乃
至
二

0
ミ
9
グ
ラ
ム
位
な
る
が
、
七
月
に
至
れ
ば
増
加
し

て
二

C
乃
至
四

0
、
‘
、
リ
グ
ラ
ム
に
逹
す
っ
而
し
て
鍍
泉
帯
よ
り
湧
出
す
る
水
は
碩
度
は
低
け
れ
ざ
も
甚
炭
酸
に
富
め
る
も
の
さ
な
る
。
而
し
て
硬
度

の
高
き
地
下
水
は
籟
泉
帯
に
泊
ひ
て
形
成
せ
ら
る
ヽ
所
多
く
、
従
っ
て
雨
種
の
帯
は
相
並
ん
で
平
行
に
走
る
に
至
る

“
y

こ
の
事
情
は
井
戸
換
の
行
は

る
ヽ
迄
は
戦
績
す
る
も
の
ヽ
如
く
、
十
一
月
の
硬
度
闘
に
於
て
も
依
然
マ
J

し
て
こ
の
事
情
の
成
立
し
て
存
す
る
を
見
る
を
得
べ
．
し
。

之
を
要
す
る
に
斯
層
よ
り
湧
出
す
る
鎧
水
は
炭
酸
分
を
供
給
し
、
従
て
宮
水
の
硬
度
及
水
素
イ
オ
ン
濃
度
を
高
む
る
主
要
な
る
役
目
を
有
す
る
も

の
と
謂
は
ざ
る
可
か
ら
す
。

第

十

章

醸
造
用
水
の
製
造

ー』
Ji 
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四
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

既
に
述
べ
た
る
如
く
、
彼
の
消
浮
な
る
宮
水
も
其
の
給
源
は
西
宮
市
北
部
の
鐵
氣
水
に
外
な
ら
す
し
て
、
此
の
鐵
氣
水
が
宮
水
駈
域
に
入
る
に
及

J
 

6
 

1
 

（
ん
で
、
砂
層
に
濾
過
せ
ら
る
ヽ
間
に
、
酸
化
硝
化
の
作
川
を
受
け
、
第
一
鐵
は
第
二
鐵
ど
な
り
｀
》
L
沈
澱
し
、
ア
ム
モ
ー
ー
ア
は
硝
化
さ
れ
て
其
の
跡
を

絶
つ
に
到
る
な
り
°
即
ち
西
宮
市
の
地
層
は
斯
の
如
き
酸
化
‘
硝
化
並
に
濾
過
に
闊
し
て
は
其
に
絶
好
の
天
然
プ
ラ
ン
ト
ご
謂
ひ
っ
べ
し
。

本
賓
験
に
於
て
は
可
及
的
天
然
の
も
の
に
近
き
プ
ラ
ン
ト
を
人
工
的
に
地
上
に
設
饉
し
、
こ
れ
に
依
り
て
目
的
を
遂
行
せ
ん
マ
J

試
み
た
り
。

抑
々
宮
水
の
他
の
地
下
水
ご
異
る
貼
を
列
畢
す
れ
ば
、
い
硬
度
の
比
較
的
高
き
こ
ご
、
③
燐
酸
分
、
硝
酸
分
並
に
聾
素
分
の
含
有
量
大
な
る

る
こ
マ
J

ヽ
心
鐵
、
ア
ム
モ
ー
ー
ア
、
亜
硝
酸
分
を
合
有
せ
ざ
る
こ
と
等
が
そ
の
著
し
き
も
の
な
b
°
然
る
に

こ
ご
、
岡
遊
離
炭
酸
の
相
営
量
を
有
す

本
寅
駿
の
原
料
に
用
ひ
た
る
水
は
市
内
に
於
て
地
下
百
二
十
尺
の
虞
よ
り
得
た
る
湧
水
な
り
．
こ
の
水
は
鐵
、
ア
ム
モ
ー
ー
ア
の
多
量
を
含
量
し
、
燐

酸
分
、
硝
酸
分
は
殆
ん
ざ
其
痕
跡
を
認
む
る
の
み
な
り
、
堕
素
分
は
宮
水
の
含
有
量
の
半
に
し
て
、
硬
度
に
到
り
て
は
約
二
度
な
り
き
、
羞
考
の
た

め
こ
の
原
料
水
ご
代
表
的
宮
水
さ
の
比
較
分
析
表
を
左
に
掲
ぐ

第

六

表

S
i
0
2
 

A
1
2
0
s
 

F
e
2
0
s
 

C
a
O
 

M
g
O
'
N
a
2
0
 

K
2
0
 

N
2
0
5
 

S
0
4
 

C
l
 

P
2
0
5
 

C
0
2
(
F
r
e
e
)
 

N
H
s
 

一
五
七
、
一
一
、
六
ー
ニ
、
三
三
九
、
七

1

九、＝1

)

五
八
、
九
一
七
、

1

―

ー

ナ

シ

三

｀
i

ハ

五

六

、

五

痕

跡

一

!JO
、
八
三
、
li

ニ

四

五

、

五

一

、

五

八

、

九

八

、

六

六

、

五

二

四

、

九

四

、

ー

ナ

シ

三

、

六

三

四

、

0

痕

跡

ー

ニ

六

、

七

二

、

五

三
二
五
、
ー
ニ
、
0

0

、
一
五
六
0
、1
ハ

l

l
 

l

、
四
八
二
、
二

1]0
、
入
約
三
0
、0

l
 
l

五
、
二
九
入
、
0

四、
0

三
六
、
七
ナ
シ

註
ー
ー
は
昭
和
二
年
一
月
、
二
は
昭
和
三
年

1

一
月
採
酌
せ
る
t
の
な
り
。
各
濃
度
の
稀
薄
に
な
り
t
る
は
、
昭
和
二
年

l

l

一
月
輿
丹
後
地
震
以
後
た
り
°
三
は
宮
水
。

一

硬

度

附

典

｀

ー

J

＇ー、

宮
水
の
示
す
硬
度
は
概
ね
水
中
に
溶
解
す
る
重
炭
酸
石
灰
に
依
る
も
の
な
る
こ
ご
は
筋
に
贋
々
述
べ
た
る
所
な
り
。
而
し
て
こ
の
重
炭
酸
石
灰
は

遊
離
炭
酸
に
富
め
る
水
に
炭
酸
石
灰
を
溶
解
せ
し
め
て
得
ら
る
、
も
の
な
り
0

こ
の
溶
解
度
は
存
在
す
る
遊
離
炭
酸
の
量
さ
共
に
増
加
す
べ
き
は
論

を
侯
た
‘To
切
て
此
の
如
き
炭
酸
水
を
し
て
炭
酸
石
灰
の
暦
を
通
過
せ
し
め
、
そ
の
流
通
の
迷
度
、
層
の
厚
さ
等
を
適
宜
に
調
節
す
る
時
は
そ
の
水

に
或
る
一
定
の
硬
度
を
典
へ
得
べ
し
。

之
に
用
ふ
る
炭
酸
石
灰
ご
し
て
は
、
大
量
に
得
ら
る
ヽ
こ
ど
、
砕
い
て
適
度
の
大
い
さ
に
な
し
得
る
こ
ご
、
費
用
の
低
廉
な
る
こ
ご
等
の
貼
よ
り

介
殻
、
大
理
石
を
以
て
最
適
ご
な
す
°
然
れ
ざ
も
後
者
は
服
々
炭
酸
第
一
鐵
分
を
含
有
す
る
こ
さ
あ
る
を
以
て
、
前
者
を
用
ふ
る
を
安
全
な
り
さ
す
。

炭
酸
石
灰
の
溶
解
速
度
も
著
者
等
の
試
み
し
宵
瞼
に
て
は
、
介
殻
は
大
理
石
の
約
一
倍
半
な
り
°
尤
も
介
殻
に
て
も
古
く
よ
り
地
中
に
埋
没
し
て

脆
き
粗
質
の
も
の
に
な
れ
る
も
の
は
新
し
き
も
の
よ
り
も
著
し
く
溶
解
し
易
し
。
こ
A

に
JH
ひ
た
る
も
の
は
比
較
的
新
し
く
、
最
初
は
未
だ
臭
氣
甚

一六
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水
中
に
存
在
す
る
鐵
は
主
ご
し
て
重
炭
酸
第
一
鐵
な
れ
ば
、
氣
腸

(Aeration)

及
び
濾
過
、
オ
ゾ
ン
又
は
電
氣
分
解
に
依
る
酸
化
、
石
灰
水
の

添
加
等
に
依
り
不
溶
解
性
の
水
酸
化
第
二
鐵
さ
し
て
沈
澱
、
除
去
せ
し
め
得
べ
し
°
こ
の
時
の
化
學
反
應
は

2
F
e
(
H
C
0
3
)
2
 +
 H
2
 0
+
0
1
1
 2F
e
(
O
H
)
s十
4
C
0
2
・
・
;
．．．．．．．．．．．．． 
；

•
9
:

：
焉

k
t

2
F
e
(
H
C
O
J
2
 +
 4Ca(OH)i:i +
0
1
1
 2F
e
(
O
H
)
3十
4
C
a
C
0
3
+
 3H
2
 0:・

…

…

z
i
)
g
K
踪
当

I

右
の
石
灰
水
の
添
加
は
調
節
甚
だ
繁
煩
に
し
て
若
し
過
剰
に
加
ふ
る
時
は
著
し
く
水
を
し
て
ア
JV

カ
リ
性
な
ら
し
む
る
べ
し
。
ォ
ゾ
シ
又
は
電
氣

は
設
備
並
に
経
費
低
廉
な
ら
す
。
第
一
の
氣
賜
及
び
濾
過
の
法
は
諸
種
の
貼
よ
り
見
る
も
最
も
優
れ
た
る
方
法
な
b
o

こ
は
重
炭
酸
鐵
は
遊
離
炭
酸
さ
共
存
す
る
時
は
比
較
的
安
定
に
し
て
、
之
を
除
く
時
は
著
し
く
そ
の
安
定
度
を
減
じ
、
加
水
分
解
を
起
し
酸
化
さ

れ
遂
に
水
酸
化
第
二
鐵
に
ま
で
稜
化
す
る
理
を
應
用
せ
る
も
の
な
り
。
即
ち
水
を
攪
拌
す
る
か
或
は
雨
滴
朕
に
し
て
落
下
せ
し
め
、
出
末
る
だ
け
空

一七

四
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

-
•
九0
度

五
•
i
l
l
-

―
―

五
•
O
”
J
i
•

六
0

l
 

O
•
O
”

六
•
四
三

二
O
•
O
“

七
・
ニ
七

三
0
•
8
“

八
●
ー
ニ

即
ち
始
め
の
ニ
・
五
尺
の
介
殻
層
を
通
過
す
る
約
十
分
間
に
増
加
硬
度
の
約
半
の
一

1

一
度
以
上
の
硬
度
の
壻
加
を
見
る
。

原
水
の
硬
度
は
前
表
に
見
る
如
く
昭
和
二
年
一

1

一
月
の
北
但
大
震
災
の
後
著
し
く
減
少
せ
る
を
以
て
現
在
合
有
せ
る
遊
離
炭
酸
の
最
を
以
て
し
て

は
、
所
要
の
硬
度
に
逹
せ
し
む
る
能
は
す
°
依
つ
て
人
為
的
に
炭
酸
瓦
斯
を
補
給
し
て
常
に
一
立
営
り
五
〇
底
に
保
た
し
め
た
り
。

の

鐵

除

去

だ
し
く
し
て
、
簡
輩
な
る
洗
漁
に
よ
り
て
は
到
底
使
用
に
堪
わ
ざ
る
程
度
の
も
の
な
り
き
。

此
の
如
き
介
殻
を
洗
米
機
を
用
ひ
て
洗
漁
し
、
全
く
臭
氣
を
認
め
ざ
る
に
至
ら
し
め
た
る
も
の
を
約
二
分
角
よ
り
五
分
角
位
ま
で
種
々
の
大
い
さ

に
砕
き
、
面
積
約
三
坪
、
深
さ
四
尺
餘
な
る
槽
に
充
填
す
°
槽
は
煉
瓦
を
基
礎
と
し
、
混
凝
上
に
て
塗
上
げ
た
る
も
の
に
し
て
、
更
に
十
二
の
厖
劃

に
分
ち
、
水
を
し
て
各
脳
劃
を
順
次
鋸
歯
欣
に
流
れ
し
む
る
如
く
す
。

此
の
槽
内
の
介
殻
層
の
延
長
は
一
110
尺
に
し
て
、
全
部
を
通
過
す
る
に
約
二
時
間
を
要
す
。
今
此
の
槽
内
の
硬
度
附
加
朕
態
を
示
せ
ば
左
の
如
し

但
し
原
水
の
遊
離
炭
酸
合
有
最
一
立
常
り
約
五
〇
底
な
り
。

原

水

介
殻
層
二
•
五
尺
を
経
た
る
水
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四

雌
過
槽
を
出
で
た
る
水
は
即
も
鐵
、
ア
ム
モ
ー
ー
ヤ
、
亜
硝
酸
等
を
含
有
せ
す
、
而
も
硬
度
高
き
消
浄
な
る
水
な
れ
マ
」
も
、
之
を
以
て
直
に
醸
造
用

に
供
す
る
に
は
前
二
＿
＿
一
の
補
給
す
べ
き
成
分
あ
り
0

燐
酸
分
、
硝
酸
分
、
塵
素
分
之
な
b
o

燐
酸
分
の
補
給
に
闊
し
て
は
、
燐
酸
石
灰
が
炭
酸
を
含
め
る
水
に
は
比
較
的
溶
解
し
易
き
理
を
應
用
し
て
、
燐
灰
石
塊
を
原
水
に
接
燭
せ
し
め
て

燐
酸
分
の
増
加
を
計
り
た
れ
ざ
、
的
確
な
る
結
果
を
得
す
。
止
む
な
く
酸
性
燐
酸
石
灰
（
或
は
加
里
）
の
添
加
に
依
b
補
給
せ
b
o

硝
酸
分
の
補
給
に
付
き
て
は
可
溶
性
硝
酸
堕
（
例
へ
ば
硝
酸
加
里
）
を
溶
解
せ
し
む
る
よ
b
他
に
良
法
な
し
。

瀧
素
分
は
海
水
の
添
加
に
依
る
を
以
て
最
適
ご
な
す
°
此
は
既
に
敷
年
前
よ
b
提
唱
せ
ら
れ
て
、
良
好
な
る
結
果
を
學
げ
つ
ヽ
あ
る
も
の
な
り
。

四
宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

最

後

虞

骰

．la．
氣
と
の
接
獨
面
積
を
大
に
す
れ
ば
、
遊
離
炭
酸
の
逸
出
は
促
進
せ
ら
れ
、
鐵
の
沈
澱
を
見
る
な
り
0

• 

（
然
れ
ざ
も
本
宵
験
の
如
く
最
初
に
介
殻
マ
J

反
應
せ
し
む
る
時
は
、
水
中
に
存
在
す
る
遊
離
炭
酸
は
介
殻
の
溶
解
に
使
用
せ
ら
る
A
結
果
、
そ
の
濃

度
を
減
じ
重
炭
酸
鐵
は
不
安
定
さ
な
り
て
分
解
沈
澱
す
べ
き
理
な
り
。
事
寅
上
介
殻
槽
の
最
初
の
部
分
に
於
て
著
し
く
多
量
の
鐵
の
沈
澱
せ
る
を
見

る
。
そ
の
後
全
介
殻
層
を
通
過
す
る
間
に
も
徐
々
さ
此
反
應
行
は
れ
、
槽
を
出
づ
る
時
に
は
殆
ん
ざ
除
去
せ
ら
れ
、
最
初
一
立
営
り
九
底
の
鐵

(
F
&
o
J

を
合
有
せ
る
水
が
僅
々
一
底
以
下
に
減
少
せ
り
°
故
に
之
を
更
に
極
短
時
間
滴
朕
ご
し
て
空
氣
に
鯛
れ
し
め
た
る
後
濾
過
す
れ
ば
完
全
に
除
去
す
る

を
得
。

、
亜
硝
酸
、
浮
遊
物
質
の
除
去

＿1

-

ア
ム
モ
ー
ー
ア

ア
ム
モ
ニ
ア
、
亜
硝
酸
、
其
他
水
中
に
浮
遊
す
る
諧
種
の
物
質
は
砂
床
を
濾
過
せ
し
む
る
こ
こ
に
依
り
完
全
に
之
を
除
き
得
。

本
賓
験
に
て
は
砂
屑
の
厚
さ
二
尺
乃
至
二
尺
五
寸
に
し
て
‘
砂
上
の
水
深
を
約
二
寸
に
保
た
し
め
る
た
る
濾
過
槽
四
個
に
依
り
、
一
立
営
り

1

一乃

至
三
底
の
ア
ム
モ
ニ
ア
を
有
す
る
原
水
を
愛
じ
て
、
全
く
ア
ム
モ
ー
ー
ア
を
含
有
せ
ざ
る
消
浄
な
る
水
さ
な
す
を
得
た
b
°
亜
硝
酸
も
こ
の
時
硝
化
作

用
を
受
け
て
硝
酸
に
化
す
。

瀧
過
槽
は
通
常
の
如
く
底
に
簑
を
設
け
、
砂
は
底
部
は
疎
に
し
て
上
部
に
向
ふ
に
従
ひ
漸
次
細
き
も
の
を
使
用
す
。
其
他
必
裏
に
應
じ
水
の
臭
氣

を
除
く
た
め
木
炭
を
混
入
せ
し
こ
l'yJ

あ
り
。

濾
過
槽
は
新
し
く
設
謹
し
て
よ
り
一
雨
H
経
過
し
た
る
時
、
始
め
て
其
を
効
力
を
現
は
し
、
十
日
間
を
経
て
漸
く
衰
ゆ
°
尤
も
こ
の
所
謂
成
熟

(
R
i
p
e
n
i
n
g
)
に
到
逹
す
る
期
間
、
及
び
有
効
期
間
は
撮
過
槽
の
大
小
、
砂
層
の
厚
さ
、
濾
過
す
べ
き
水
の
性
質
に
依
り
長
短
あ
る
べ
き
は
言
を
侯
た

す
。

1

八
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西
宮
の
醸
潰
用
地
下
水
に
就
て

1

九

最
後
に
氣
曝
及
び
誼
過
の
結
果
、
遊
離
炭
酸
は
全
く
消
失
し
た
れ
ば
、

斯
く
し
て
得
た
る
水
を
分
析
す
れ
ば

S
i
0
2
 

A
l
2
0
3
 

F
e
2
0
s
 

C
a
O
 

M
g
O
 

N
a
2
0
 

K
2
0
 

N
2
0
5
 

S
0
4
 

C
l
 

P
2
0
5
 

四

二

、

六

一

、

四

ナ

シ

六

五

、

六

ニ

一

、

四

―

二

七

、

六

三

三

、

九

約

三

0
,
0
三
四
、
四
一
七
八
、

0

五
、
ニ

但
し
海
水
、
硝
酸
加
里
、
酸
性
燐
酸
加
里
を
一
石
営
り
夫
々
、
入
合
、
一

0
瓦
及
び
一
・
ニ
瓦
補
給
し
た
る
も
の
な
り
。

右
に
述
べ
る
が
如
く
、
深
部
よ
b
湧
出
す
る
地
下
水
を
用
ひ
て
界
々
宮
水
マ
J

同
一
成
分
を
有
す
る
水
を
製
造
し
得
た
り
、
此
水
を
用
ひ
て
試
醸
を

行
ひ
た
る
宵
際
家
の
言
に
よ
れ
ば
、
醗
酵
欣
態
ょ
り
製
品
の
品
質
に
至
る
ま
で
天
然
宮
水
を
用
ひ
て
得
た
る
も
の
マ
J

格
別
の
差
異
を
認
め
す
ご
い
ふ

石
灰
、
聾
素
分
、
硝
酸
、
燐
酸
等
は
紐
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
必
須
成
分
な
る
も
、
獨
り
斯
の
如
き
成
分
の
み
が
製
品
の
成
果
を
支
配
す
る
も
の
な

b
や
否

や
は
不
明
に
し
て
、
水
中
に
含
有
せ
ら
る
ヽ
徴
量
成
分
も
又
何
等
か
の
作
用
を
な
す
や
も
計
ら
れ
す
。
蓋
し
あ
る
種
の
化
學
反
應
に
於
て
あ
る
徹
量

物
質
が
、
そ
の
反
應
進
行
に
著
し
き
影
響
を
典
ふ
る
こ
さ
あ
る
は
既
に
多
く
の
例
に
依
り
叫
ら
か
な
る
所
な
り
。

宮
水
の
分
析
を
行
ふ
際
常
に
極
徽
最
の
第
二
族
の
金
馬
の
沈
澱
す
る
を
見
る
。
こ
は
到
底
敷
立
の
如
き
少
最
の
試
料
を
以
て
し
て
は
定
性
し
得
ベ

か
ら
ざ
る
程
徴
撮
な
る
も
、
他
の
通
常
の
井
水
に
は
見
ざ
る
現
象
な
り
°
而
し
て
本
賓
験
に
使
用
し
た
る
原
料
水
は
宮
水
ご
そ
の
出
慮
を
異
に
す
る

ご
雖
も
、
同
じ
く
六
甲
山
彙
よ
り
由
末
せ
る
鍍
水
を
含
む
も
の
な
る
が
故
に
、
右
の
如
き
徴
量
物
質
に
闊
し
て
は
全
く
同
種
の
水
た
る
は
可
能
の
こ

ご
に
関
す
。

本
邦
は
火
山
國
な
れ
ば
、
火
成
岩
漿
に
起
原
を
有
す
る
鎮
水
は
殆
マ
」
到
虞
に
存
在
す
る
こ
稲
す
る
も
過
言
に
あ
ら
す
、
而
し
て
六
甲
山
附
近
に
湧

出
す
る
鎖
水
の
如
き
は
其
組
成
に
於
て
最
も
普
通
な
る
も
の
>
―
な
り
。
唯
其
含
有
徽
量
物
質
の
種
類
さ
分
量
さ
に
至
り
て
は
各
虞
に
於
て
多
少
の

径
庭
も
存
す
べ
け
れ
ば
、
此
等
の
鏡
水
は
悉
く
醜
造
用
水
の
原
料
た
る
に
好
適
せ
る
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
マ
J

雖
、
西
宮
市
に
於
け
る
前
記
の
賓

例
は
確
か
に
全
観
の
醸
造
家
の
深
厚
な
る
注
意
を
促
す
べ
き
興
味
あ
る
事
質
た
り
。

一

第

十

一

章

要

約

以
上
遁
へ
末
れ
る
所
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。

-
勺E

西
宮
市
並
に
其
近
郊
に
於
け
る
晰
層
線
の
検
出
は
主~
Jし
て
遊
離
炭
酸
の
分
布
岡
の
研
究
に
よ
り
て
成
し
遂
げ
ら
れ
たb
0

こ
の
土
地
に
は
二

つ
の
平
行
系
を
な
せ
る
若
干
D
晰
層
線
あ
り
。
其
系
の
―
つ
は
約
北
四
十
度
東
に
走
り
、
他
は
凡
そ
北
四
十
度
西
に
走
る
。
こ
れ
ら
の
方
向
は
北

方
山
地
に
現
は
る
る
構
造
線
の
走
向
ご
一
致
す
。

二
、
應
素
闘
全
ァ
JV

カ
リ
度
岡
、
硬
度
闘
等
の
比
較
研
究
の
結
果
さ
し
て
地
下
伏
流
の
流
路
を
間
明
す
る
こ
ご
を
得
た
り
。
こ
の
地
下
伏
流
な
る
も

C
0
2
(
F
r
e
e
)
 

ニ
四
、

0

,＇ N
H
s
 

ナ
シ

一
立
常
り
二
〇
乃
至
ー1
1
0
~を
有
す
る
ま
で
炭
酸
瓦
斯
を
注
入
す
。
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、 (20・)

の
は
一
部
は
地
表
水
よ
り
成
り
、
又
一
部
は
前
記
の
晰
層
よ
り
湧
出
す
る
鍍
泉
よ
り
成
る
。

三
、
湧
出
鍍
泉
の
合
有
物
中
に
は
聾
素
、
炭
酸
‘
曹
逹
、
石
灰
及
加
里
が
優
越
せ

b°

又
相
常
多
量
の
鐵
分
及
ア
ム
モ
ー
ー
ア
を
含
有
し
、
全
閥
と
し

て
の
化
學
的
性
質
は
北
方
山
地
に
あ
る
諸
鍍
泉
の
そ
れ
ご
甚
相
似
た
る
も
の
な
り
0

• 

四
、
こ
の
地
の
沖
積
層
は
介
殻
の
化
石
を
多
く
埋
蔵
せ
る
を
以
て
、
可
な
り
硬
度
の
大
な
る
水
が
地
下
に
成
生
す
。
又
こ
の
地
下
水
は
遊
離
炭
酸
を

も
多
く
含
む
が
故
に
、

PHは
四
乃
至
五
の
程
度
に
保
持
せ
ら
る
。

五
、
前
記
の
硬
水
は
地
下
に
於
け
る
移
動
に
際
し
て
精
製
せ
ら
れ
、
地
表
水
涌
出
鍍
泉
並
に
海
水
マ
J

相
混
じ
て
宮
水
さ
な
る
。
＊

六
、
海
水
は
築
港
よ
り
し
て
市
の
中
央
部
に
向
て
侵
入
す
。
こ
の
侵
入
は
主
さ
し
て
一
月
よ
り
起
b
__ 
＿
月
に
至
り
最
も
盛
さ
な
る
も
の
の
如
し
。
一

般
に
一
月
に
於
け
る
地

F
水
準
面
は
宮
水
低
域
に
於
て
は
既
に
満
潮
時
の
海
水
位
よ
り
低
し
。

七
、
相
営
量
の
遊
離
炭
酸
を
含
有
せ
る
鐵
氣
水
は
介
殻
に
作
用
せ
し
め
、
氣
賜
及
び
瀧
過
を
行
ひ
た
る
後
、
盤
素
分
、
燐
酸
分
、
硲
酸
分
を
補
給
す

れ
ば
界
々
宮
水
マ
J

同
一
の
組
成
を
有
す
る
水
を
得
。
（
完
）

此
稿
な
了
る
に
常
り
、
本
研
究
に
針
し
て
始
終
多
大
の
後
援
な
爽
へ
ら
れ
た
る
大
阪
税
務
監
督
局
、
四
宮
税
務
署
拉
に
灘
五
郷
酒
造
紐
合
に
甜
L
て
深
甚
な
る
謝
意
な
表
す
る
も
の
な
り
。

特
に
酒
造
紺
合
が
本
稿
な
滋
に
悛
表
す
る
こ
↓
J

を
快
諾
せ
ら
れ
し
美
畢
に
甜
し
て
は
深
き
敬
意
な
禁
す
る
能
は
ざ
る
も
の
あ
り
、
又
分
析
其
他
の
測
定
に
営
り
て
は
灘
各
郷
の
技
術
者
諸
君
の

熱
心
な
る
助
力
な
受
け
た
り
、
滋
に
謹
ん
で
此
等
の
諸
君
の
傍
な
謝
す
。

合
成
寅
験
に
関
し
て
は
阪
日
吉
蔵
氏
を
煩
は
し
た
ろ
、
、
さ
多
大
に
し
て
、
氏
は
之
が
偽
め
に
土
地
及
私
財
な
提
供
し
、
自
ら
労
働
に
営
り
て
以
て
賞
験
の
進
行
な
援
助
せ
ら

t
り
、
滋
に
謹

ん
で
謝
意
を
表
す
。 西

宮
の
醸
造
用
地
下
水
に
就
て

・
属

'/r“,し
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